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階
層
帰
属
意
識
の
構
造
と
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会
的
脈
絡
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階層帰属意識の構造と社会的脈絡

六五四三二一
は
じ
め
に

階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
ー
戦
後
日
本
の
場
合
ー

階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
ー
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
ー

階
層
帰
属
意
識
と
階
級
意
識
の
構
造

階
層
帰
属
意
識
の
社
会
的
脈
絡

む
す
び

は
じ
め
に

　
第
二
次
大
戦
終
戦
直
後
の
混
乱
し
た
時
代
状
況
や
生
活
状
況
に
み
た
極
端
な
食
糧
・
物
資
・
情
報
等
の
不
足
、
都
会
や
田
舎
に
お
い
て

も
繰
り
広
げ
ら
れ
た
雑
居
生
活
、
希
望
を
え
が
き
つ
つ
も
ち
ょ
っ
と
し
た
風
に
も
吹
き
消
さ
れ
そ
う
な
ロ
ー
ソ
ク
生
活
等
に
較
べ
て
、
最

近
の
わ
が
国
で
は
、
人
々
は
今
日
ま
で
に
か
ち
得
た
「
豊
か
な
生
活
」
を
語
り
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
豊
か
さ
」
を
と
ぎ
に
は

満
ち
足
り
て
誇
ら
し
げ
に
語
る
。
し
か
し
、
と
き
に
は
そ
れ
が
「
ど
こ
へ
」
ゆ
く
や
ら
疑
わ
し
げ
に
不
安
げ
に
感
じ
と
り
、
あ
る
人
は
、
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「
豊
か
さ
」
の
中
に
人
の
砂
漠
化
を
か
い
間
見
て
た
じ
ろ
ぐ
。

　
戦
後
四
〇
年
に
及
ぶ
そ
う
し
た
歴
史
的
潮
流
に
つ
い
て
の
国
民
の
主
観
的
な
表
現
・
指
標
と
し
て
、
し
ば
し
ば
ユ
億
総
中
流
」
な
ど

と
報
道
さ
れ
話
題
に
さ
れ
る
の
が
、
総
理
府
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
（
昭
和
…
二
年
よ
り
毎
年
実
施
）
と
経
済
企
画
庁
「
国
民

生
活
選
好
度
調
査
」
（
昭
和
四
七
年
よ
り
三
年
毎
に
実
施
）
等
に
よ
る
世
論
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
昭
和
六
〇
年
の
総
理
府
の
調
査
で
は
、

「
中
の
上
」
（
六
・
四
％
）
、
「
中
の
中
」
（
五
三
・
七
％
）
、
「
中
の
下
」
（
二
八
・
四
％
）
の
「
中
流
」
小
計
八
八
・
五
％
、
昭
和
五
九
年
の
経
済

企
画
庁
の
調
査
で
は
、
「
中
の
上
」
（
四
六
・
六
％
）
、
「
中
の
下
」
（
三
五
・
二
％
）
の
「
中
流
」
小
計
は
八
一
・
八
％
．
同
じ
く
そ
の
生
活
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

体
に
関
す
る
満
足
度
を
問
う
項
目
に
つ
い
て
六
四
・
二
％
が
満
足
感
を
示
し
て
い
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

の
調
査
結
果
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
国
民
の
約
八
割
か
ら
九
割
近
く
が
中
流
階
層
帰
属
意
識
を
示
し
て
い
る
。

　
現
代
日
本
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
急
激
な
社
会
変
動
と
特
に
「
中
流
意
識
」
の
増
大
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
昭
和
五
二
年
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
『
新
中
間
層
」
論
争
が
展
開
さ
れ
、
最
近
で
は
一
転
し
て
『
分
衆
」
化
、
「
階
層
差
」
消
費
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
．
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
動
向
は
、
中
流
階
層
帰
属
意
識
の
広
汎
化
や
変
化
の
「
動
向
」
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
国
際
的
視
野
か
ら
広
く
階
級

意
識
論
、
社
会
意
識
論
と
も
関
連
づ
け
て
、
し
か
も
戦
後
日
本
の
民
主
化
や
社
会
運
動
と
の
関
連
で
、
あ
ら
た
め
て
再
検
討
し
て
み
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
特
に
「
中
流
意
識
」
の
増
大
に
み
る
現
代
日
本
の
階
層
帰
属
意
識
調
査
を
中
心
に
そ
れ
ら
の
問
題
状
況
を
批

判
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。
社
会
学
の
領
域
で
は
、
社
会
調
査
と
し
て
は
日
本
社
会
学
会
調
査
委
員
会
を
中
心
と
し
た
「
社
会
階
層
と
社

　
　
　
　
（
3
）

会
移
動
」
調
査
、
安
田
三
郎
編
『
現
代
日
本
の
階
級
意
識
』
、
富
永
健
一
編
『
日
本
の
階
層
構
造
』
、
浜
島
朗
を
中
心
と
し
た
「
中
流
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
構
造
と
動
態
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
な
ど
注
目
す
べ
き
研
究
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
持
続
的
に
展
開
さ
れ
、
充
分
に
掘
り
下
げ
ら
れ

て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
世
論
調
査
に
よ
る
一
面
的
な
調
査
結
果
の
み
が
増
幅
さ
れ
、
「
中
流
意
識
」
が
一
人
歩
き
し
て
い
る
感
が

な
い
で
も
な
い
。
磯
村
英
一
が
「
日
本
社
会
学
の
新
し
い
選
択
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
、
日
本
社
会
の
現
状
に
照
ら
し
て
、
社
会
学
が

と
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
と
し
て
O
社
会
変
動
の
課
題
、
⇔
社
会
意
識
の
課
題
、
㊧
技
術
優
先
社
会
の
課
題
、
㊨
新
し
い
社
会
創
造
の

2
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課
題
、
㊨
社
会
問
題
の
課
題
を
あ
げ
て
い
る
．
㊧
社
会
意
識
の
課
題
の
中
で
「
中
間
階
層
意
識
は
、
日
本
の
社
会
を
理
解
す
る
の
に
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
因
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
な
検
討
を
必
要
と
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
本
稿
と
の
関
連
で
興
味
深
い
問
題
提
起
で
あ
る
。

　
全
体
的
構
造
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
と
し
て
の
広
義
の
階
級
意
識
に
対
し
て
、
階
級
帰
属
意
識
、
階
層
帰
属
意
識
は
そ
の
一
側
面
、
一
過
程

と
も
い
え
る
．
し
か
も
、
帰
属
意
識
と
は
あ
く
ま
で
本
人
自
身
の
主
観
的
な
感
情
・
意
識
・
判
断
で
あ
る
。
階
級
意
識
、
階
級
イ
メ
ー
ジ

を
め
ぐ
る
理
論
的
仮
説
と
し
て
は
、
支
配
階
級
に
よ
っ
て
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
虚
偽
的
に
支
配
・
統
制
さ
れ
た
意
識
や
イ
メ
ー

ジ
で
し
か
な
い
と
す
る
「
支
配
理
論
」
（
ぎ
鴨
暮
昌
夢
8
蔓
）
、
日
常
的
な
生
活
経
験
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
、
意
識
を

構
造
化
し
て
い
く
と
す
る
「
構
造
理
論
」
（
弩
ぎ
言
邑
菩
8
曼
）
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
支
配
・
統
制
と
人
々
の
日
常
的
な
経
験
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

基
づ
く
構
造
化
と
を
と
も
に
重
視
す
る
『
準
支
配
理
論
」
（
聾
器
ぎ
鷺
馨
昌
爵
8
q
）
、
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ま
ず
従
来
お
こ
な
わ
れ
て
き

た
各
種
の
階
級
・
階
級
帰
属
意
識
調
査
を
検
討
し
、
出
発
点
と
し
て
は
一
連
の
状
況
の
も
と
で
行
為
し
経
験
し
生
活
を
繰
り
広
げ
て
い
く

行
為
主
体
、
生
活
主
体
の
側
か
ら
の
階
級
意
識
の
構
造
化
と
い
う
「
構
造
理
論
」
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
ぎ
た
い
。
わ
た
く
し
は
、
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

前
に
も
現
代
日
本
の
中
流
帰
属
意
識
状
況
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
少
し
視
点
を
変
え
て
、
こ
こ
で
は
G
の
諸
外
国
で
の
帰
属
意
識
調
査

の
動
向
、
σ
の
階
級
意
識
の
構
造
、
⑯
そ
の
社
会
的
脈
絡
に
重
点
を
お
い
て
、
現
代
日
本
の
階
層
帰
属
意
識
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
論
じ
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

二
　
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
　
　
戦
後
日
本
の
場
合
1

　
人
々
が
社
会
生
活
の
過
程
で
に
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
地
位
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
人
に
よ
っ
て
は
は
っ
き
り
と
段
階
的
に
位
置
づ

け
て
と
ら
え
た
り
、
ま
た
あ
る
人
は
全
く
漢
然
と
し
た
形
で
と
ら
え
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
否
定
し
て
そ
う
し
た
制
約
か
ら
自
由
で

あ
り
た
い
と
考
え
る
．
門
地
、
労
働
者
階
級
出
身
、
男
女
の
性
別
等
と
い
っ
た
生
得
的
地
位
、
自
ら
得
た
学
歴
、
職
業
上
の
達
成
的
地
位
、

3
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所
得
や
財
産
所
有
等
の
獲
得
的
（
達
成
的
）
地
位
を
含
め
て
、
人
々
の
社
会
的
地
位
と
そ
の
序
列
化
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
ま
す
ま

す
多
元
化
さ
れ
、
匿
名
化
さ
れ
、
画
一
化
し
大
衆
化
さ
れ
つ
つ
、
個
別
化
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
社
会
生
活
の
全
体
的
な

脈
絡
の
も
と
で
は
、
集
団
状
況
や
歴
史
的
な
状
況
変
化
の
も
と
で
否
定
さ
れ
た
り
、
大
き
く
変
化
す
る
が
、
再
び
解
釈
さ
れ
直
さ
れ
て
新

た
に
編
成
さ
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
存
続
さ
れ
る
。

　
社
会
現
象
と
し
て
の
社
会
的
地
位
の
序
列
化
の
動
き
（
社
会
成
層
化
、
社
会
階
級
化
）
を
考
え
測
る
接
近
方
法
は
、
O
客
観
的
な
接
近
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

法
、
⇔
主
観
的
な
接
近
方
法
、
㊧
評
判
的
な
接
近
方
法
、
が
あ
る
。
O
客
観
的
な
接
近
方
法
（
爵
。
。
幕
g
ぎ
碧
冒
8
琶
は
所
得
．
学
歴
、

職
業
、
「
生
産
手
段
」
の
所
有
非
所
有
、
住
居
、
役
職
等
の
比
較
的
に
客
観
的
に
知
り
得
る
地
位
指
標
を
用
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
⇔
主
観
的
な
接
近
方
法
（
些
①
旨
喜
＆
ぎ
”
薯
3
8
げ
）
は
人
々
が
生
活
経
験
を
通
じ
て
そ
の
社
会
全
体
（
あ
る
い
は
地
域
社
会
）

の
成
層
構
造
、
階
級
構
造
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
の
文
脈
の
も
と
で
自
ら
主
観
的
に
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
、
心
理
、
意
識
に
し
た
が
っ
て
、

そ
の
成
層
構
造
、
階
級
構
造
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
．
㊧
評
判
的
な
接
近
方
法
（
豪
噌
8
暮
蝕
8
巴
巷
寅
S
＆
と
は
、
し
ぽ

し
ば
地
域
社
会
や
一
定
の
集
団
全
体
の
構
造
の
中
で
人
々
が
人
々
の
社
会
的
地
位
を
相
互
に
ど
の
よ
う
に
判
定
し
評
判
し
て
い
る
か
、
に

基
づ
い
て
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
論
で
と
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
は
、
主
に
⇔
主
観
的
な
接
近
方
法
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
．
戦
後

日
本
の
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
を
み
て
い
く
う
え
で
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
G
O
広
く
地
位
意
識
や
階
級
意
識
の
構
造
全
体
に
照
ら
せ
ぽ
、
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
は
そ
の
一
側
面
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

　
α
⇒
『
1
労
働
者
、
2
中
産
階
級
、
3
資
本
家
階
級
」
な
ど
の
帰
属
を
問
う
階
級
帰
属
意
識
（
鼠
¢
巴
q
窪
ま
婁
喜
）
と
「
1
上
、
2
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

上
、
3
中
の
下
、
4
下
の
上
、
5
下
の
下
」
な
ど
の
帰
属
を
問
う
階
層
帰
属
意
識
（
弩
暮
2
α
窪
菖
§
喜
）
と
は
一
応
区
別
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
う

　
㈹
帰
属
意
識
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
も
観
察
者
（
研
究
者
、
行
政
者
）
が
予
め
選
択
肢
と
し
て
用
意
し
た
設
定
枠
の
中
か
ら
選
択
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を
強
い
る
問
い
か
け
と
、

と
が
必
要
で
あ
る
。

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

生
活
者

（
参
与
者
、
被
観
察
者
）
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
や
主
観
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
、
に
予
め
留
意
し
て
お
く
こ

階層帰属意識の構造と社会的脈絡

　
e
戦
後
日
本
の
階
層
帰
属
意
識
調
査

　
階
層
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
中
流
意
識
の
肥
大
化
や
「
一
億
総
中
流
」
の
論
拠
と
し
て
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
全
国
的
な
調
査
と

し
て
は
、
ω
日
本
社
会
学
会
と
そ
の
調
査
委
員
会
を
中
心
と
し
て
出
発
し
た
「
社
会
階
層
と
移
動
」
調
査
、
別
称
S
S
M
調
査
（
§
巨

卑
翼
芽
豊
自
即
民
冒
。
鼠
一
身
）
、
㈲
総
理
府
（
総
務
庁
）
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
、
⑥
経
済
企
画
庁
「
国
民
生
活
選
好
度
調
査
」

が
あ
る
が
、
階
層
帰
属
意
識
に
つ
い
て
の
質
問
自
体
は
、
各
々
全
体
の
調
査
の
な
か
の
一
つ
の
質
問
項
目
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
．
表
1
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
調
査
に
よ
る
階
層
帰
属
意
識
の
時
系
列
的
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
．
た
だ
し
、
ω
S
S
M
調
査

は
調
査
対
象
を
全
国
二
〇
才
か
ら
六
九
才
ま
で
の
男
子
で
、
五
階
層
区
分
の
設
定
、
ω
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
全
国
二

〇
才
以
上
の
男
女
を
対
象
と
し
て
、
中
層
を
三
つ
に
『
中
の
中
」
を
中
に
ふ
く
ら
ま
せ
た
五
階
層
区
分
の
設
定
、
そ
し
て
⑥
「
国
民
生
活

選
好
度
調
査
」
に
お
い
て
は
全
国
一
五
才
以
上
七
四
才
ま
で
の
男
女
を
対
象
に
し
て
、
上
・
中
・
下
層
を
各
々
二
分
し
た
六
階
層
区
分
を

設
定
し
て
お
り
、
各
々
の
調
査
の
対
象
や
階
層
区
分
に
相
異
が
あ
る
．
更
に
質
問
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
ω
S
S
M
調
査
は
「
か
り
に
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

在
の
日
本
の
社
会
全
体
を
、
こ
の
表
に
か
い
て
あ
る
よ
う
に
五
つ
の
層
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
あ
な
た
自
身
は
、
こ
の
ど
れ
に
入
る
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

い
ま
す
か
」
、
㈲
総
理
府
の
調
査
で
は
「
お
宅
の
生
活
程
度
は
世
間
一
般
か
ら
み
て
、
こ
の
中
の
ど
れ
に
入
る
と
思
い
ま
す
か
」
、
⑥
経
済

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ち
　
　
　
ち

企
画
庁
調
査
は
「
お
宅
の
現
在
の
生
活
は
、
次
の
六
段
階
の
う
ち
ど
れ
に
属
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
、
と
い
う
も
の
で
各
々
微
妙
に

異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
か
．

　
ω
中
流
意
識
の
増
大
化
傾
向
　
　
　
「
中
の
上
」
と
「
中
の
下
」
の
小
計
、
お
よ
び
「
中
の
上
」
「
中
の
中
」
「
中
の
下
」
の
小
計
を
中
流

階
層
帰
属
意
識
の
数
値
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
の
調
査
を
み
て
も
時
系
的
な
変
化
の
特
徴
と
し
て
、
中
層
の
「
小
計
」
に
み
る
数
値
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表1　階層帰属意識の時系列的変化（全国調査） （％）

上 中 下 計

上の上 上の下 小計 中の上 中の中 中の下 小計 下の上 下の下 小計
不明

（サンプル数）

S
S

1955（昭30） 0 7 35 42 38 18 56 2 100（2，000）

M
調

1965（昭40） 1 12 42 54 32 9 41 4 100（2，158）

査
P

1975（昭50） 1 23 53 76 17 4 21 2 100（2，724）

1958（昭33） 0．2 3 37 32 72 17 10 100

1961（昭36） 0．3 3．5 41．5 31．0 76．0 13．3 10．5 100

1965（昭40） 0．6 7．3 50．0 29．2 86．5 8．4 4．5 100

国 1967（昭42） 0．6 6．3 53．2 28．7 88．2 7．3 3．9 100

民 1970（昭45） 0．6 7．8 56．8 24．9 89．5 6．6 3．3 100
生
活
’

1972（昭47） 0．6 7．0 57．6 24．7 89．3 6．5 3．6 100

に 1973（昭48） 0．6 6．8 61．3 22．1 90．2 5．5 3．7 100

関
す
る

1975（昭50）

1976（昭51）

0．6

0．7

7．2

8．5

59．4

58．1

23．3

23．9

89．9

90．5

5．4

5．6

4．0

3．3

100

100

世 1978（昭53） 0．7 7．5 58．4 23．9 89．8 5．8 3．8 100

論
調

1979（昭54） 0．6 8．5 60．6 22．2 91．3 4．8 3．3 100

査 1980（昭55） 0．6 7．4 54．4 27．5 89．3 6．7 3．3 100
2）

1981（昭56） 0．6 8．0 54．4 26．O 88．4 7．3 3．7 100

1982（昭57） 0．7 7．2 54．8 27．0 89．0 6．9 3．5 100

1984（昭59） 0．5 7．9 54．6 27．1 89．6 6．6 3．3 100

1985（昭60） 0．5 6．4 53．9 28．4 88．7 8．1 2．8 100（7，878）

国
民

1972（昭47） 0．4 2．1 2．5 35．O 38．2 73．2 12．2 3．7 15．9 8．3 100
生
活

1975（昭50） 0．8 3．0 3．8 43．4 35．3 78．7 7．4 2．4 9．8 7．7 100
選
考

1978（昭53） O．9 4．8 5．7 49．3 31．7 81．0 7．0 2．0 9．0 4．4 100
度
調

1981（昭56） 0．9 4．1 5．0 44．3 34．9 79．2 7．8 3．3 11．1 4．7 100
査
3
）

1984（昭59） 1．1 4．3 5．4 46．6 35．2 81．8 8．0 2．5 10．5 2．4 100（3，092）

引用　1）SSM調査は，日本社会学会調査委員会編『日本社会の階層的構造』（有斐閣，昭和33年，37頁，130頁），

　　　富永健一「社会階層と社会移動」（昭和51年10月広島大学で開かれた日本社会学会での発表資料）およ

　　　び『1975年SSM調査・基礎集計表』，富永健一編『日本の階層構造』（東京大学出版会，昭和54年）の

　　　「第11章　階層意識と階級意識」を参照，引用。この調査は，日本社会学会およびSSM調査委員会を

　　　中心とした「社会階層と移動」調査であり，全国20歳以上の男子を母集団とした抽出調査である。こ

　　　の表に関する質問は，「かりに現在の日本の社会全体を，この表にかいてあるように5つの層に分ける

　　　とすれば，あなた自身は，このどれに入ると思いますか。1．上，2．中の上，3，中の下，4．下

　　　の上，5．下の下J。
　　2）　「国民生活に関する世論調査J（総理府広報室）は，『月刊世論調査」（昭和60年9月号，61頁）より

　　　引用。この調査は，昭和33年より毎年実施されている調査で，全国20歳以上の一般男女を対象として

　　　いる。質問は「お宅の生活程度は世間一般からみて，この中のどれに入ると思いますか。1．上，2．

　　　中の上，3。中の中，4。中の下，5。下」。
　　3）「国民生活選考度調査Jは経済企画庁国民生活局編『国民の意識と二一ズ』（昭和59年度国民生活選

　　　好度調査）（昭和59年11月発行，7頁）より引用。経済企画庁によるこの調査は，昭和47年を第1回と

　　　して以後3年毎に実施されているもので，全国15歳以上の男女を対象にした抽出調査である。質問は

　　　「お宅の現在の生活は，次の6段階のうちどれに属していると思いますか。1．上の上，2．上の下，

　　　　3．中の上，4．中の下，5．下の上，6．下の下，7。わからない」。
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階層帰属意識の構造と社会的脈絡

は
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
以
降
の
約
二
〇
年
間
な
い
し
三
〇
年
間
に
お
い
て
明
ら
か
に
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
．
特
に
S
S
M
調
査
で
は
一
九
五
五
年
の
四
二
％
か
ら
一
九
七
五
年
の
七
六
％
へ
の
増
加
は
こ
の
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
．
総
理

府
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
、
経
済
企
画
庁
「
国
民
生
活
選
好
度
調
査
」
に
お
い
て
も
調
査
が
開
始
さ
れ
た
当
初
か
ら
対
象
者

の
七
〇
％
を
超
え
る
人
々
が
中
流
階
層
に
帰
属
さ
せ
、
そ
の
後
も
約
八
○
％
、
九
〇
％
へ
と
増
加
さ
せ
て
い
る
．

　
こ
う
し
た
戦
後
日
本
に
お
け
る
中
流
階
層
帰
属
意
識
の
増
加
傾
向
、
肥
大
傾
向
は
、
表
2
1
ω
働
な
ど
に
も
み
る
よ
う
に
各
地
方
自
治

体
や
研
究
者
に
よ
る
地
域
別
の
意
識
調
査
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
労
働
組
合
に
よ
る
組
合
員
の
生
活
意
識
調
査
な
ど
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
V

て
も
，
や
は
り
対
象
者
の
約
八
○
～
九
〇
％
の
人
々
が
生
活
水
準
の
上
で
中
流
と
答
え
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
．

　
に
⇒
「
非
中
流
」
層
の
存
在
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
中
流
へ
の
階
層
帰
属
意
識
が
増
加
し
肥
大
化
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
に
基
づ
く

「
動
向
」
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
他
方
で
は
．
「
上
層
」
帰
属
、
「
下
層
」
帰
属
、
「
わ
か
ら
な
い
」
、
「
不
明
」
と
答
え
て
い
る
人
々
に
も

眼
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
一
九
七
五
年
S
S
M
調
査
で
一
二
％
、
一
九
八
五
年
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
八
・
一
％
、
一

九
八
四
年
「
国
民
生
活
選
好
度
調
査
」
で
一
〇
・
五
％
、
の
人
々
が
「
下
層
」
に
自
ら
を
帰
属
さ
せ
て
い
る
．
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇

年
）
の
時
点
で
各
調
査
を
み
て
も
約
五
％
～
二
一
％
の
人
々
、
人
口
数
に
単
純
計
算
し
て
直
せ
ば
約
三
〇
〇
万
～
一
六
〇
〇
万
人
が
自
ら

を
「
下
層
」
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
「
一
億
総
中
流
」
の
名
の
も
と
に
、
軽
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
更
に
経
済
企
画
庁
「
国

民
生
活
選
好
度
調
査
」
（
一
九
八
四
年
）
の
よ
う
に
、
「
上
層
」
五
・
四
％
、
「
中
の
上
」
四
六
・
六
％
の
数
値
も
階
層
分
化
の
点
で
注
目
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
．
「
不
明
」
と
さ
れ
る
数
値
も
、
な
か
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
「
日
本
の
社
会
全
体
」

「
世
問
一
般
」
か
ら
み
て
「
こ
の
中
の
ど
れ
に
入
る
（
属
し
て
い
る
）
と
思
い
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
て
も
、
実
際
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人

間
が
な
か
な
か
判
断
し
に
く
い
調
査
を
調
査
す
る
側
が
一
方
的
に
強
い
て
い
る
こ
と
を
多
分
に
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
価
階
層
分
化
の
動
き
　
　
調
査
す
る
際
に
設
定
し
た
階
層
区
分
の
し
か
た
に
よ
っ
て
そ
の
階
層
帰
属
が
か
な
り
揺
れ
動
く
こ
と
は
、
こ

の
三
つ
の
調
査
を
較
べ
る
と
き
に
明
ら
か
で
あ
る
．
例
え
ば
昭
和
三
〇
年
代
の
S
S
M
調
査
と
総
理
府
「
国
民
生
，
活
に
関
す
る
世
論
調
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表2一く1）地域別の階層帰属意識（A） （％）

調査年度 地　　域 上
中

下 不明
　　計
（サンプル数）中の上 中の中 中の下 小計

1966（昭41） 北　海道（1） 1 7 52 28 87 6 6 100（1，695）

1970（昭45）

1971（昭46）

沖　　　縄（2）

北海道（3）

1
0
．
2

7
6
．
3

57

57．4

25

24．2

89

87．9

6
7
．
0

4
4
．
9

100（1，215）

100．0（1，061）

1980（昭55） 茨　　　城（4）

山　　　形（5）

東京都港区（6）

0．6

0．6

2．8

32．2

6．3

14．0

56．3

56．0

53．6

25．5

17．7

88．1

87．7

9．6

7．5

5．6

4．0

3．8

3．8

100．0　（840）

100．0（1，013）

100．0（1，618）

1981（昭56） 東　京　都（7）

束京都港区（8）

滋　賀　県（9）

1．2

2．4

2．9

31．1

12．0

44．3

58．9

52．8

17．9

35．9

85．8

88．8

80．2

10．6

5．6

12．2

4．4

3．1

4．8

100．0（2，202）

100．0（1，601）

100．0（1，030）

引用　各調査年度の内閣総理大臣官房広報室編『世論調査年鑑』よP）引用作成。これらの調査はいず

　　れも都道府県単位，あるいは束京都港区（6×8》のように区単位で自治体によって実施されたもので

　　ある。

注　滋賀県（9）は，「上」は「上の上，上の下」，「下」は「下の上，下の下」と区分されていたのを，ここでは

　　小計した数値をのせてある。質問は北海道（1）のように，多くは「お宅の生活程度は，世間一般か

　　らみて，この中のどれに入ると思いますか」というものである。ただし，東京都港区の場合には

　　「あなたのいまの暮しむきは，実感としてどの程度だと思いますか」という質問になっている。

表2一（2）地域別の階層帰属意識（B） く％）

上の上 上の下 中の上 中の下 下の上 下の下 上 中 下

高島平 1．1 4．0 39．8 44．5 9．1 1．5 5．1 84．3 10．6

豊　田 0．4 3．2 29．2 46．1 15．5 5．6 3．6 75．3 21．1

輪　島（石川） 2．0 2．5 29．3 40．4 19．7 6．1 4．5 69．7 25．8

金沢（石川） 1．2 3．1 33．9 43．5 15．5 2．8　’4．3 77．4 18．3

余　目（山形） 0．4 2．2 35．9 42．0 15．2 4．3 2．6 77．9 19．5

八王子 0．8 1．2 23．8 48．0 20．9 5．3 2．0 71．8 26．2

下丸子 0．O 2．9 50．2 39．4 5．8 1．7 2．9 89．6 7．5

君　津 0．3 2．2 35．6 49．7 9．2 3．1 2．5 85．3 12．3

全　　体 0．8 2．7 34．7 44．6 13．6 3．6 3．5 79．3 17．2

引用　浜島朗，他「中流意識の構造と動態に関する実証的研究」『東京学芸大学紀要』（第3部門，社

　　会科学，第35集）（昭和58年12月）117頁。昭和55年から57年の3ヵ年にわたって実施した調査の一

　　部で，対象は各地区の典型的な職業階層からの有意抽出で主として男子世帯主，各地区200～400

　　サンプル。サンプル数計2，327人。

　　質問は「…現在の日本の社会全体をかP）に次のような階層に分けるとすれば，あなたはそのう

　　ちのどれに入ると思いますか。1．上の上，2．上の下，3．中の上，4．中の下，5・下の上，

　　6．下の下，7．その他，8．わからない」。
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査
」
を
較
べ
れ
ば
、
両
者
に
は
約
三
〇
％
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
．
総
理
府
調
査
で
は
中
層
を
三
区
分
し
て
「
中
の
中
」
を
入
れ
る
こ
と
で

当
初
か
ら
「
中
の
中
」
帰
属
の
割
合
が
大
き
く
、
結
果
的
に
小
計
と
し
て
の
中
流
階
層
帰
属
の
比
率
が
か
な
り
高
い
水
準
を
示
し
て
ぎ
た

と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
昭
和
三
三
年
以
降
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
総
理
府
調
査
で
み
て
も
、
一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
年
）
以
降
で
は
「
中
の
下
」

帰
属
、
そ
し
て
下
層
帰
属
の
比
率
が
相
対
し
て
次
第
に
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
．
経
済
企
画
庁
「
国
民
生
活
選
好
度
調
査
」

に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
．
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
階
層
分
化
の
動
き
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
後
に
再
び
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
．
わ
れ
わ
れ
が
昭
和
五
五
年
に
実
施
し
た
大
都
市
都
心
部
周
辺
地
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

の
調
査
（
月
島
調
査
）
で
は
階
層
帰
属
は
上
層
○
・
九
％
、
中
層
四
八
・
○
％
、
下
層
二
六
・
七
％
、
不
明
二
四
・
六
％
で
あ
っ
た
。

　
㈲
階
級
帰
属
意
識
と
階
層
帰
属
意
識
と
の
接
点
　
　
階
級
帰
属
意
識
と
階
層
帰
属
意
識
と
の
関
連
を
み
よ
う
と
し
た
の
が
い
ず
れ
も
S

S
M
調
査
に
よ
る
、
表
3
で
あ
る
．
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
の
時
点
で
、
資
本
家
階
級
一
％
、
中
産
階
級
二
三
％
、
労
働
者
階
級

七
五
％
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
帰
属
意
識
は
二
〇
年
後
の
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
四
・
九
％
、
二
四
・
一
％
、
七
一
・

○
％
で
あ
り
、
資
本
家
階
級
帰
属
が
少
し
増
え
た
と
し
て
も
大
き
く
は
変
化
し
て
い
な
い
．
依
然
と
し
て
中
産
階
級
帰
属
が
二
三
～
二
四

％
台
、
そ
し
て
労
働
者
階
級
帰
属
が
七
〇
％
台
に
あ
る
。
階
層
帰
属
意
識
と
の
関
連
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
時
点
で
も
「
中
の
下
」
、
「
下

の
上
」
、
「
下
の
下
」
の
層
で
著
し
く
労
働
者
階
級
帰
属
の
比
率
が
高
い
の
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
い
わ
れ
て
い
る
中
流
階
層
帰
属
意
識

の
増
加
・
肥
大
化
は
、
先
に
指
摘
し
た
階
層
分
化
の
動
き
と
と
も
に
、
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
の
意
識
層
、
生
活
像
を
内
包
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
に
注
意
を
む
け
る
必
要
が
あ
る
．
主
と
し
て
生
活
程
度
を
め
ぐ
っ
て
相
対
的
な
階
層
帰
属
を
間
う
た
「
中
流
」
階
層
帰
属
が
、
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

手
段
、
生
活
手
段
や
生
活
様
式
に
か
か
わ
る
「
中
産
」
階
級
帰
属
と
は
そ
の
ま
ま
同
じ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
回
社
会
調
査
過
程
に
お
け
る
「
事
実
」
　
　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
S
S
M
調
査
、
総
理
府
調
査
、
経
済
企
画
庁
調
査
は
、
研

究
上
の
調
査
に
し
ろ
、
行
政
上
の
調
査
に
し
ろ
、
広
く
社
会
調
査
行
為
の
産
物
で
あ
る
．
調
査
行
為
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
調
査

9
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表3　階層帰属意識と階級帰属意識（SSM調査）

（1）1955年（全国調査） （％） （2）1975年（全国調査） （％）

資本家 中　産 労働者 計 訳 資本家 中　産 労働者 計

上 20．4 24．5 55．1 100．0

上，中の上 5 51 44 100
（49）

（140） 中の上 7．8 42．4 49．7 1000
（907）

中の下 2 35 63 100 中の下 3．7 22．4 73．8 100．0
（683） （2，083）

下の上 1 16 83 100 下の上 3．3 9．6 87．1 100．0
（746） （688）

下の下 1 4 95 100 下の下 5．7 6．9 87．4 100．O
（358） （159）

計 1
（27）

23
（445）

　75
（1，445）

100
（1，927） 計 4．9 24．1 71．0

100．0
（3，886）

引用　（1）1955年調査は，日本社会学会調査委員会編『日本社会の階層的構造』，昭和33年，37頁，44頁。

　　（2）1975年調査は，富永健一編『日本の階層構造』，昭和54年，367頁。

表4　階層帰属意識の国際比較 （％）
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上
中
中
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淘の
の

上
中
中
〔

小
　
計

〕上中
下

の
の
の

中
中
中
（

小
計

引用　国際価値会議事務局編『13ヶ国価値観調査データ・ブック』（昭和55年8月），10頁よウ引用作成。調査

　は1979年9月～11月に13ヶ国を対象にして実施されたものである。
　　質問は「社会の人々をこのカードにあるように5つの階級に分けるとしたら，あなたはどれにあたると

　思いますか。1．上，2．中の上，3．中，4．中の下，5．下」（lf　you　people　in　the　s㏄iety　can
　be　dlvided　mto5classes　as　shown　on　thls　car〔1，wbch　class　would　you　say　you　fall　under　P　1－Hlgh，

　2・Upper　middle，3－Mlddle，4－Lower　mlddle，5・Low）。

注（1）「イギリスについては，階層意識の設問において「下」という言葉が使われず，working　classとされた

　ため，このような結果となった」（同書10頁）。
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者
・
行
政
者
が
、
あ
る
定
ま
っ
た
意
図
の
も
と
に
必
要
な
調
査
用
具
を
備
え
て
、
生
活
者
・
被
調
査
者
の
イ
メ
ー
ジ
・
心
理
・
意
識
・
生

活
の
実
相
、
実
態
を
理
解
し
把
握
し
よ
う
と
し
て
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
で
あ
る
．
生
活
者
・
被
調
査
者
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
た
ま
た
ま

標
本
抽
出
の
対
象
に
さ
れ
た
ば
か
り
に
、
自
ら
の
意
向
・
意
見
や
感
覚
と
は
か
か
わ
り
な
し
に
、
行
政
や
研
究
の
た
め
の
必
要
や
課
題
と

い
う
名
目
の
も
と
に
予
め
用
意
さ
れ
た
質
問
項
目
に
関
し
て
選
択
肢
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
立
場
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
．
階
層
帰
属

や
階
級
帰
属
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
も
漠
然
と
し
た
広
い
「
日
本
の
社
会
全
体
」
の
中
で
、
あ
る
い
は
「
世
間
一
般
か
ら
」
み
て
、
特
定

の
（
し
か
も
し
ば
し
ぽ
日
常
語
か
ら
離
れ
た
）
階
層
、
階
級
に
自
ら
を
帰
属
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
戦
後
日
本
の
階
層
帰
属
意
識
調
査
結
果
に
み
る
「
中
流
」
階
層
帰
属
の
増
加
傾
向
を
確
か
に
一
つ
の
「
事
実
」
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
の
事
実
は
、
予
め
用
意
し
た
階
層
区
分
の
し
か
た
に
よ
っ
て
著
し
く
揺
れ
動
く
性
質
の
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

む
し
ろ
強
い
て
表
わ
さ
れ
た
事
実
と
し
て
と
ら
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
．
「
非
中
流
」
層
の
存
在
を
無
視
し
た
り
、
階
層
分
化
の
動
き
を

軽
視
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
国
民
の
八
割
な
い
し
九
割
が
「
中
流
」
で
あ
る
、
「
一
億
総
中
流
」
で
あ
る
と
い
う
一
面
的
な

「
事
実
」
の
み
が
、
操
作
的
に
政
治
的
意
図
を
覆
い
か
く
す
形
で
強
調
さ
れ
や
す
い
。
調
査
行
為
も
、
そ
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
は
、
一
種

の
暴
力
な
の
で
あ
る
．
社
会
調
査
行
為
と
い
う
観
点
か
ら
、
戦
後
日
本
の
「
中
流
」
意
識
の
増
加
傾
向
、
「
一
億
総
中
流
」
の
背
後
に
あ

る
も
の
を
社
会
学
的
に
、
政
治
社
会
学
的
に
少
し
で
も
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
課
題
と
な
る
．

　
O
国
際
比
較
の
試
み

　
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
に
つ
い
て
の
国
際
比
較
調
査
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
社
会
の
歴
史
的
な
な
り
た
ち
や
社
会
的
文
化
的
な
文
脈
も

異
な
る
の
で
、
問
題
点
も
多
い
．
だ
が
、
先
の
戦
後
日
本
の
階
層
帰
属
意
識
調
査
で
み
た
よ
う
に
、
と
も
す
る
と
、
高
度
成
長
や
そ
の
後

の
持
続
的
な
安
定
成
長
の
た
め
に
、
戦
後
の
日
本
の
み
が
、
著
し
く
中
流
意
識
化
や
階
層
上
の
平
準
化
が
推
し
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
が
か
な
り
あ
る
．
あ
る
い
は
、
総
理
府
や
経
済
企
画
庁
の
階
層
帰
属
意
識
調
査
結
果
が
そ
の
有
力
な
判
断
材
料
と
し
て
言

11
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及
さ
れ
利
用
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
．

　
国
際
比
較
を
め
ぐ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
点
が
あ
る
と
し
て
も
、
現
在
の
日
本
が
他
の
国
々
と
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
や

傾
向
を
も
つ
の
か
を
調
べ
て
み
よ
う
と
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
．
表
4
は
階
層
帰
属
意
識
の
国
際
比
較
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
．
こ
れ
は
．

日
本
の
財
団
法
人
、
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
の
企
画
の
も
と
に
、
調
査
機
関
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
委
託
し
て
一
九
七
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

年
の
九
月
～
十
一
月
に
日
本
を
含
め
て
十
三
ケ
国
で
実
施
さ
れ
た
価
値
観
を
め
ぐ
る
国
際
比
較
の
一
部
で
あ
る
．
こ
の
階
層
帰
属
の
質
問

に
用
い
ら
れ
た
階
層
区
分
は
、
日
本
の
総
理
府
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
中
の
五
階
層
区
分
と
同
じ
で
あ
る
．
た
だ
し
、
実

際
に
は
各
国
現
地
の
言
語
に
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
面
接
調
査
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
例
に
み
る
よ
う

に
、
現
地
の
社
会
的
背
景
の
も
と
で
「
下
層
」
の
か
わ
り
に
≦
o
葵
一
罐
。
宣
器
の
区
分
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
国
々
の

様
相
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
．
し
か
し
、
総
理
府
調
査
の
よ
う
に
「
上
、
中
の
上
、
中
の
中
、
中
の
下
、
下
」
と
い
う
五
階
層
区

分
を
あ
え
て
強
い
て
問
う
た
こ
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
を
除
け
ば
、
各
国
似
た
り
寄
っ
た
り
で
約
七
〇
％
～
九
〇
％

台
の
「
中
流
」
階
層
帰
属
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
十
三
ケ
国
の
調
査
結
果
に
み
る
か
ぎ
り
、
日
本
だ
け
が
特
別
に
著
し
く
高
い
比
率
の
中

流
階
層
帰
属
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
．
む
し
ろ
、
各
国
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
準
拠
枠
や
脈
絡
の
も
と
で
相
対
し

て
「
中
の
中
」
や
「
中
の
下
」
に
多
く
位
置
づ
け
る
結
果
の
類
似
性
こ
そ
に
注
目
し
た
い
。

　
他
方
、
表
4
で
他
の
国
と
異
な
る
特
徴
を
示
し
た
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
工
場
労
働
者
の
階
級
帰
属
意
識
を
比
較
し
た
調
査
が
あ
る
．
こ

れ
は
．
間
宏
、
R
・
P
・
ド
ー
ア
ら
に
よ
っ
て
一
九
六
七
年
ー
六
九
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
日
英
の
労
使
関
係
に
つ
い
て
共
同
し
て
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

さ
れ
た
国
際
比
較
調
査
の
一
部
で
あ
る
．
こ
こ
で
は
、
対
象
は
工
場
労
働
者
で
あ
り
、
階
級
・
階
層
帰
属
の
質
問
に
お
け
る
階
級
区
分
も

従
来
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
き
た
、
、
O
薯
興
o
霊
郵
O
薯
霞
鼠
段
一
①
o
蜀
聲
匡
置
亀
①
9
器
望
い
○
毛
巽
巨
＆
一
Φ
〇
一
器
望
O
薯
霞

≦
日
5
鑛
o
冨
聲
毛
8
竃
轟
o
寅
郵
ピ
○
≦
霞
≦
9
ざ
鑛
。
蜀
ω
の
、
．
の
区
分
に
し
た
が
っ
て
、
日
本
で
も
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
計
」
の
と
こ
ろ
で
労
働
者
階
級
六
三
・
四
％
、
中
流
階
級
二
二
二
％
、
下
層
中
流
階
級
二
・
O
％
、
そ

12



の
他
、
と
労
働
者
階
級
の
占
め
る
比
率
が
大
き
く
、
日
本
で
は
労
働
者
階
級
二
五
・
○
％
、
中
流
階
級
三
七
・
七
％
、
下
層
中
流
階
級

八
・
○
％
、
そ
し
て
不
明
二
四
・
五
％
、
そ
の
他
、
と
な
っ
て
お
り
、
階
級
・
階
層
区
分
の
し
か
た
や
発
想
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
戦
後
日
本
の
階
層
帰
属
意
識
調
査
と
は
か
な
り
異
な
る
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
。

三

階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
1

　
先
に
と
り
あ
げ
た
日
本
側
の
企
画
（
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
十
三
ケ
国
の
価
値
観
を
め
ぐ
る
国
際
比
較
の
試
み
は
興
味
深
い
も
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で
日
本
で
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
て
ぎ
た
よ
う
に
S

S
M
調
査
、
総
理
府
調
査
、
経
済
企
画
庁
調
査
な
ど
に
共
通
し
た
「
上
、
中
、
下
」
を
軸
と
し
た
階
層
区
分
を
そ
の
ま
ま
外
国
の
場
合
に

も
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
諸
外
国
、
特
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
場
合
に
は
．
階
級
・
階

層
帰
属
意
識
調
査
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の
か
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

階層帰属意識の構造と社会的脈絡

　
e
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合

　
戦
後
日
本
の
支
配
関
係
、
社
会
的
不
平
等
構
造
、
社
会
移
動
を
め
ぐ
る
階
級
研
究
、
階
層
研
究
の
上
で
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
、
一
九

五
〇
年
代
当
時
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
っ
と
も
降
盛
し
て
い
た
機
能
主
義
的
な
階
層
研
究
が
わ
が
国
の
社
会
学
界
に
も
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
階
級
論
と
機
能
主
義
的
階
層
研
究
と
が
分
極
し
て
い
く
軌
跡
は
、
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

は
、
ま
ず
、
戦
後
日
本
の
階
層
研
究
、
社
会
学
、
社
会
科
学
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
ア
メ
リ
カ
の
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
の
主
な
動

向
の
み
を
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
る
．

13
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（
1
4
）

　
ア
メ
リ
カ
の
階
級
意
識
・
階
級
心
理
の
研
究
の
う
え
で
、
R
・
セ
ソ
タ
ー
ズ
『
社
会
階
級
の
心
理
学
』
　
（
一
九
四
九
年
）
は
大
き
な
影

響
を
与
え
つ
づ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
．
系
譜
的
に
は
そ
れ
以
前
に
、
リ
ン
ド
夫
妻
に
よ
る
中
西
部
都
市
の
階
級
文
化
や
地
域
社
会
構
造
の

　
　
（
蔦
）

実
証
研
究
、
L
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
を
中
心
と
し
た
社
会
人
類
的
手
法
に
よ
る
「
ヤ
ン
キ
ー
・
シ
テ
ィ
」
研
究
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た

　
　
（
16
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
）

階
層
研
究
、
R
・
キ
ャ
ン
ト
リ
ル
に
よ
る
階
層
帰
属
意
識
に
つ
い
て
の
社
会
心
理
的
研
究
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
セ
ン
タ
ー
ス

の
研
究
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
は
、
表
6
に
示
し
た
世
論
調
査
や
L
・
ウ
ォ
！
ナ
ー
に
よ
る
ニ
ュ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
小
都
市
な
ど
の
「
評
判
的
な
接
近
法
」
「
参
与
評
価
法
」
や
「
地
位
特
性
指
標
」
に
基
づ
く
階
層
研
究
の
よ
う
に
、
階

層
区
分
と
し
て
は
、
ご
b
需
さ
q
唇
霞
冒
置
臼
ρ
竃
箆
α
す
零
≦
霞
寓
一
＆
宣
ピ
o
名
①
さ
あ
る
い
は
q
箸
震
ご
唇
①
き
ピ
o
≦
R
O
冒
窟
周
・

ご
薯
震
冒
崔
亀
ρ
い
o
≦
零
鵠
置
含
す
q
薯
霞
零
名
9
ピ
o
≦
霞
冒
≦
①
吋
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
階
層
区
分

の
方
法
は
、
戦
後
日
本
の
場
合
に
S
S
M
調
査
、
総
理
府
調
査
、
経
済
企
画
庁
調
査
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
と
極
め
て
類
似
し
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
す
で
に
｝
九
三
九
年
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
で
も
中
流
階
層
へ
の
本
人
自
身
の
自
己
帰
属
は
八
八
％
と
な

　
　
　
　
（
1
9
）

っ
て
い
た
が
、
表
5
1
ω
に
示
さ
れ
た
一
九
四
一
年
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
で
は
そ
れ
は
（
魯
冨
り
旨
＆
『
言
亀
9
零
≦
霞
言
ま
一
。
の
小
計
）

は
八
七
・
四
％
に
達
し
て
い
た
。
同
じ
表
に
あ
る
予
め
世
帯
収
入
額
を
設
定
し
て
階
層
区
分
し
た
帰
属
の
問
い
に
対
す
る
回
答
で
は
、

「
中
間
」
所
得
集
団
の
比
率
は
六
四
・
八
％
に
し
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
表
5
1
㈹
で
は
自
己
帰
属
と
し
て
の
階
層
帰
属
意
識
（
絶
物
号
器

浮
ロ
ま
婁
巨
）
と
実
際
の
所
得
階
層
（
ぎ
8
墓
讐
。
琶
菩
⇒
農
婁
雪
）
と
の
間
の
落
差
や
心
理
的
特
徴
を
描
き
出
し
て
い
る
。
「
新
大
陸
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

と
し
て
古
い
「
階
級
」
的
な
栓
楷
を
も
た
な
い
「
ア
メ
リ
カ
人
の
夢
」
に
支
え
ら
れ
た
「
中
流
社
会
」
の
心
理
的
特
徴
が
第
二
次
大
戦
の

進
行
す
る
渦
中
に
お
い
て
も
、
な
お
も
世
論
調
査
を
通
じ
て
写
し
出
さ
れ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
が
今
日
の
日
本
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
八
割
、
九
割
中
流
、
「
一
億
総
中
流
」
の
現
象
が
、
世
論
調
査
が
比
較
的
早
く
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
一
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

○
年
代
、
一
九
四
〇
年
代
に
「
中
流
社
会
」
現
象
が
「
事
実
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
更
に
徹
底
し
て
自
己
帰
属
に
基
づ
く
主
観
的
な
、
心
理
的
な
階
級
意
識
論
を
展
開
し
た
の
が
R
・
セ
ン
タ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
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6.9 (64.8)+ 
41 .3 

23 . 3 

26.9 

lOO . O 

U p per 

Upper Mlddle 

Middle 

Lower Middle 

Lower 

4.9 

l0.5 

~ 65.8 (87.4) 
ll.l 

7.7 

100 . O 
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(Percentages of Each Social Class m Vanous Income Groups) 
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Soaal Psychology, Vol. 38, No. 
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1, 1943, p. 76 

and Economic Class," the Journal of Abnormal and 

~6 ~A~~(D,~f~ap,j~ (~~!!ii) (.010) 

~l;B R.'t::/;~-X (~~~~~~~~) 
~i~~~~~A~, 1958~P, 81-82~:. 
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セ
ン
タ
ー
ス
は
「
階
級
と
は
社
会
心
理
的
な
分
類
概
念
で
、
性
格
上
本
質
的
に
主
観
的
な
存
在
で
、
階
級
意
識
（
た
と
え
ば
階
級
の
構
成
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

た
る
感
情
）
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
」
と
い
う
観
点
と
階
級
に
関
す
る
利
益
集
団
説
の
立
場
か
ら
、
実
証
的
な

研
究
を
試
み
た
．
階
級
へ
の
自
己
帰
属
を
問
う
際
に
、
自
由
回
答
方
式
で
は
し
ば
し
ば
回
答
と
し
て
出
て
く
る
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
の

場
合
に
は
従
来
用
い
ら
れ
て
き
た
、
「
労
働
者
階
級
」
　
（
ぎ
蒔
一
夷
爵
邑
と
い
う
範
疇
を
加
え
た
階
級
帰
属
意
識
調
査
（
対
象
は
全
国
二
一

才
以
上
の
白
人
成
人
に
対
す
る
標
本
調
査
、
質
問
は
「
あ
な
た
は
も
し
も
中
流
・
下
流
・
労
働
者
・
上
流
の
四
階
級
の
う
ち
、
ど
れ
に
所
属
す
る
か
と
聞

か
れ
た
場
合
、
ど
れ
に
所
属
す
る
と
答
え
ま
す
か
」
）
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
の
一
部
が
表
6
で
あ
り
、
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
等
に
み
た
中
流
約
八

○
％
、
九
〇
％
の
数
値
は
こ
こ
で
は
⑥
労
働
者
階
級
五
一
％
、
中
流
四
三
％
、
ま
た
⑥
労
働
者
階
級
五
二
％
、
中
流
三
六
％
と
一
転
し
て

異
な
る
帰
属
意
識
を
結
果
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
そ
の
後
の
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
は
少
く
と
も
社
会
学
に
お
け
る
研
究
領
域
で
は
、
戦
後
日
本
の
場
合
と

は
逆
に
、
L
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
や
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
の
ご
薯
霞
i
旨
象
一
Φ
1
冒
名
霞
の
階
層
軸
で
は
な
く
、
R
・
セ
ン
タ
ー
ス
の
試
み
た

q
薯
霞
ー
竃
置
色
o
l
霜
8
ざ
凝
ー
ピ
o
矩
霞
の
階
級
軸
に
基
づ
く
調
査
研
究
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
7
、
表
8
、
表

9
は
、
こ
う
し
た
動
向
を
示
す
調
査
結
果
で
あ
る
。
N
・
グ
ロ
ス
は
、
表
7
に
み
る
よ
う
に
、
、
・
・
ネ
ソ
タ
州
の
工
業
都
市
、
・
・
ネ
ア
ポ
リ
ス

で
、
＠
自
由
回
答
方
式
の
質
問
（
O
冨
蓼
巳
a
名
婁
喜
）
（
質
問
1
）
（
「
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
は
ど
の
よ
う
な
社
会
階
級
が
あ
る
と
、
あ
な
た
は
思
い

ま
す
か
。
そ
れ
ら
の
う
ち
で
ど
れ
に
あ
な
た
は
属
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
」
と
い
う
質
問
）
、
⑥
予
め
選
択
肢
を
設
定
し
て
お
い
た
指
示
的
な

質
問
（
§
甕
β
①
畳
g
）
（
質
問
H
q
i
竃
ー
譲
ー
一
）
、
＠
同
じ
よ
う
に
予
め
選
択
肢
を
設
定
し
て
お
い
た
質
問
（
質
問
皿
、
d
ー
竃
ー
ピ
）
、
の

三
つ
の
質
問
を
、
同
一
の
対
象
者
に
そ
れ
ぞ
れ
試
み
た
も
の
で
あ
る
（
一
九
五
〇
年
調
査
、
市
内
の
四
居
住
地
域
の
世
帯
主
を
対
象
）
。
質
問
1

で
は
、
「
わ
か
ら
な
い
」
二
〇
・
○
％
、
「
階
級
は
存
在
し
な
い
」
一
四
％
、
「
そ
の
他
の
階
級
」
一
五
％
な
ど
の
数
値
へ
と
分
散
し
て
お

り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
節
で
階
級
意
識
の
構
造
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
同
じ
被
調
査
者
に
つ
い
て
の
質
問
H
と
皿
に
つ
い

て
の
調
査
結
果
は
、
質
問
皿
の
区
分
軸
で
は
中
流
階
層
七
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
質
問
H
の
区
分
軸
で
は
中
流
階
級
四
二
％
、
労
働

16



階層帰属意識の構造と社会的脈絡

表7　ミネアポリスにおける階級・階層帰属意識調査

ACoMPARlsoNoFCLAssIDEN羽FlcATIoNsREsuL皿NGFRoMREsPoNsEsToQuEsTloNsI，II
　　　　　　　　　　　　　　　　　　AND皿FoR　THE　CoMBINED　FouR　RENTAL　AREAs8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Question　I　　　　　　Question　H　　　　　　　Question　m

　　CIass　Designations　　　　（open－ended）　　　　（U・M・W・L）　　　　　（U・M・L）

　　UPPer　class　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　5

　　Middle　class　　　　　　　　　　31　　　　　　　　　42　　　　　　　　　76
　　Working　class　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　45

　　Lower　class　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　10

　　No　classes　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　Don’t㎞ow　　　　　　　　　20　　　　　　　　2　　　　　　　　4
　　0ther　class　responses　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　No　response　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　一

＊The　number　of　cases　in　each　column　is935．

＊Question　I　was：“Which　one　of　these　social　class　are　you　ln？”after　respondent　had　repHed

　　to　the　question“What　s㏄ial　class　do　you　think　there　are　in　M㎞eapohs？”

串Question　II　was：“Some　authorities　claim　that　there　are　four　social　class，mid（ile　class，10wer

　　class，working　class　and　upper　class．To　which　of　these　s㏄ia！class　would　you　say　you　belonged？’

＊Question　III　was：“Some　peoPle　say　there　aer　three　socia！classes　in　Minneapohs．They　call

　　them　lower，middle　and　upper　social　classes．Which　would　you　put　yourself　in？”

引用NealGross，“鋤組ClassIdentificationintheUrbanCo㎜面ty，”Amedcan翫ciolo鯛Re垣ew
　　VoL18，1953，P。402．

者
階
級
四
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
か
な
り
異
な
っ
て
い

（
21
）

る
。　

表
8
は
、
セ
ン
タ
ー
ス
の
調
査
を
含
め
て
一
九
四
五

年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
試
み

ら
れ
た
主
な
階
級
帰
属
意
識
調
査
の
結
果
（
全
国
調
査
、

白
人
成
人
で
就
業
者
を
対
象
）
で
あ
る
．
「
労
働
者
階
級
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

帰
属
の
占
め
る
比
重
は
一
九
六
八
年
の
調
査
ま
で
持
続

的
に
高
い
が
、
一
九
七
五
年
調
査
で
は
中
流
階
級
四
九

％
、
労
働
者
階
級
四
六
％
と
逆
転
し
て
い
る
。
同
じ
一

九
七
五
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
M
・
R
・
ジ
ャ
ッ
ク
マ
ン

ら
の
調
査
に
基
づ
く
人
種
別
・
性
別
に
み
た
階
級
帰
属

が
、
表
9
に
示
さ
れ
て
い
る
。
白
人
、
黒
人
、
他
の
有

色
人
種
の
人
種
別
の
階
級
帰
属
は
、
表
7
の
場
合
と
は

明
ら
か
に
異
な
る
様
相
と
な
っ
て
お
り
、
黒
人
や
他
の

有
色
人
種
で
は
労
働
者
階
級
や
貧
困
階
級
へ
の
帰
属
の

割
合
が
著
し
く
高
い
．
性
別
で
も
男
性
と
女
性
で
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
）

れ
ぞ
れ
帰
属
意
識
が
微
妙
に
違
っ
て
い
る
。
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~ 8 ,:t~~,J,e)fl~;~;Ijft~~~4b (7/ IJ hl~~~~!) 

Class Identification in the United States, Employed White Males, 1945-75 * 

Year 

Class Identiflcatlon 1945 1952 1956b 1 960 1968b 1975 1964 

U pper 

Mi ddle 

Working 

Lower 
Reiects Classes; 

Don't Know 

3~6 

43 

51 

1 

1 

l 

100~ 

ol 1.0 

35 

61 

2 

l 

lOO~ 

o' ~70 
39 

58 

2 

1 

lOO~ 

-~ 
33 

65 

2 

lOO~ 

-~ 
43 

53 

l 

2 
100~~ 

-~ 
45 

52 

1 

2 

lOOA0~ 

3.010 

49 

46 

2 

l OO olo 

Sources : The year 1945 Is from Richard Centers, The Psychology ofSocial Classes (Princeton, N. J. : 

Princeton University Press, 1949), p. 77. The years 1952-1968 are from Survey Research Center, 

University of Mlchigan, reprinted from E. M. Schreiber and G. T. Nygreen, "SubJective Soclal 

Class in America : 1945-68," SocialForces 48 (March 1970) : 348-56 ; copyright C The Universrtv of 

North Carolina Press. The year 1975 is from National Opinion Reserch Corporation, "General 

Social Survey, 1975," unpubhshed data. 

'All these data are for adults, over age 21. For the year 1975, patterns of class identrficatron 

among employed women were as follows : upper, 3% ; middle, 41~ ; working, 55~ ; Iower, l%. 

bCombines respondents who identified themselves as upper middle class with middle, and upper 

working class with working. 

~ I ~1 Leonard Beeghley, Social Stratification in Amenca, Goodyear Pubhshing Co , 1978, p ll3 

~!~ 9 A~:~U, ~:~tJt:~t:P~~:~i~ (1975~F~~e)~~~l!lli~~) 

DISTRIBUTION OF RESPoNSES To CLASS-IDENTIFICATION QUESTION 

(FOR TOTAL SAMPLE BY RACE AND SEx) 

Upper- No social Don't Not 
Poor Working Middle middle Upper Other' classes know ascertained Total N 

Total sample 7 6% 36 6 43 3 8 2 1 O 1 3 0.5 1.5 0.2 1 914 

Whites 35 . 8 46 . 4 9 . O I . 3 O . 2 1 , 648 4 . 8~ l .O l.l 0.5 

Blacks 41 . 5 22 . 1 1 . 5 2 . 6 O . O 195 27 . 7% 0.5 l.5 2.6 

Otherb 14 . l% 39 . 1 32 . 8 7 . 8 O . O I . 6 64 l.6 3.1 0.0 

Men 41 . 4 40 . 5 8 . 5 O . 5 O . 4 802 5.4~ l.4 0.9 l.l 

Women 33 . 1 45 . 2 8 . O 2 . 2 O . 1 1 , I 12 9 . 2~ 0.2 0.9 1.2 

aThis category includes identification with two classes (e. g.,"poor and working working and ,,' '' 

middle") and irrelevant responces. 

vrhis category includes Orientals, Spanish J~lericans, and Arnerican Indians. 

~ I ;~I M. It Jackman and R. W. Jackman, Class Awareness in the Unrted States, Univ, of Califorrua Press 

1983, p, 18. 
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階層帰属意識の構造と社会的脈絡

　
⇔
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合

　
も
と
も
と
「
階
級
社
会
」
と
し
て
の
特
徴
が
強
い
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
の
L
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
調
査
や
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
の
よ
う
な
q
ー
竃
ー
ピ
の
階
層
区

分
軸
で
は
な
く
、
早
く
か
ら
q
ー
竃
ー
≦
a
ざ
鑛
l
b
8
き
ピ
o
≦
臼
の
階
級
区
分
軸
に
基
づ
く
調
査
を
主
と
し
て
用
い
て
き
た
。
英
国

の
世
論
調
査
機
関
に
よ
る
一
九
四
八
年
調
査
で
は
、
中
流
階
級
四
七
％
、
労
働
者
階
級
四
六
％
、
上
流
階
級
二
％
、
無
回
答
五
％
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

自
己
帰
属
で
あ
っ
た
。
D
・
V
・
グ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
『
英
国
に
お
け
る
社
会
移
動
』
研
究
の
中
で
の
、
F
・
M
・
マ
ー
チ
ン
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

主
観
的
な
帰
属
調
査
（
輔
九
五
〇
年
）
で
も
q
ー
三
1
（
黛
固
梶
－
勺
8
さ
■
o
≦
震
の
階
級
区
分
軸
に
従
っ
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
六
八
－
九
年
に
か
け
て
P
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
を
中
心
に
貧
困
を
テ
ー
マ
と
し
た
大
規
模
な
全
国
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

か
に
お
い
て
も
階
級
帰
属
に
関
す
る
質
間
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
表
1
0
ー
ω
㈲
が
そ
れ
で
あ
る
。
表
1
0
1
ω
は
．
先
に
み
た
ア
メ
リ
カ
．

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
の
N
・
グ
ロ
ス
の
調
査
の
な
か
の
質
問
1
の
よ
う
に
、
ま
ず
「
社
会
階
級
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
の
を
耳
に
し
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
ど
ん
な
社
会
階
級
に
属
し
て
い
る
の
か
を
た
ず
ね
ら
れ
た
ら
、
な
ん
と
答
え
ら
れ
ま
す
か
．
あ
な
た
が
属
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
も
っ
と
も
近
い
、
階
級
を
言
っ
て
下
さ
い
」
と
い
う
自
発
的
な
、
自
由
回
答
方
式
の
質
問
に
対
す
る
男
女
別
の
回
答
で
あ
る
．

た
し
か
に
「
階
級
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
答
も
含
め
て
分
散
し
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
「
中
流
階
級
」
と

「
労
働
者
階
級
」
と
い
う
二
大
階
級
の
特
徴
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
表
1
0
ー
ω
は
、
予
め
階
級
区
分
に
つ
い
て
の
選
択
肢
を
用
意
し
て

お
い
て
そ
の
な
か
か
ら
帰
属
す
る
階
級
を
選
択
さ
せ
た
回
答
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
表
1
0
1
ω
と
違
っ
て
、
特
に
言
帥
＆
5
ぎ
≦
臼

目
一
段
す
q
薯
霞
要
o
蒔
ぎ
四
白
o
吋
鉦
罐
に
集
中
さ
れ
る
形
で
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
階
級
的
特
徴
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　
比
較
的
最
近
に
実
施
さ
れ
た
調
査
結
果
を
示
す
表
1
1
に
お
い
て
も
、
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
調
査
よ
り
も
労
働
者
階
級
帰
属
の
数
値
が
高
く
な

っ
て
い
る
と
し
て
も
こ
の
表
で
み
る
か
ぎ
り
二
大
階
級
的
な
構
図
に
は
変
り
な
い
．
こ
の
表
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
カ
ー
ド
に
予
め
用
意

し
た
階
級
一
覧
を
見
せ
て
選
択
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
人
の
判
断
に
基
づ
く
か
ぎ
り
で
本
人
小
学
校
入
学
時
の
両
親
の
所
属
階
級

19



~~~~~T~~59~~ 7 ~* ('86 : 7 ) 

~!~10 F~~~~~(4:t!UZ) (1968-69~F) (~~I,,~~) 

Percentages of chief wage-earners or heads of household and housewives, 

(1) according to self- rating by class (unprompted) ( ~ ) (2) according to prompted 

class self-rating 
Class Men Women Men and Women 

Upper 

Upper middle 

Middle 

Lower middle 

Upper working 

Workiug 

Poor 

Ordinary 

Lower, Lowest 

Classless 

No conception of class 

0.1 

l.6 

32.3 

5.0 

1.6 

50 . 3 

l.2 

1.1 

2.0 

3.5 

l.3 

0.l 

l.4 

39 . 4 

3.8 

l.4 

42.7 

l.2 

2.3 

l.8 

4.2 

l.6 

0.l 

l.5 

36 . 1 

4.4 

1.5 

46 . 5 

l.2 

1.8 

l.9 

3.9 

1.5 

Class ~~ 

Upper middle 2 . 6 

Middle 23 . 3 

Lower mid(ne 13 . 4 

Upper working 18.2 

Working 38 . 1 

P oor 2.5 

None 1.8 

All 100 . O 

Total 

Number 

100 . O 

1 , 414 

lOO . O 

1 , 665 

lO0.0 

3 , 079 

~ I ;B (1)(2) Peter Townsend, Poverty in the United Kingdom, Al]en Lane, 1979, p. 372, pp. 376-377 

~11 F~{a,,,~(4~!U;~) (1983~) (~10) 

Own Parents 

Upper middle class 

Middle class 

Upper working class 

Working class 

Poor 

Don't know 

1 

24 

23 

46 

2 

3 

2 

16 

12 

58 

9 

2 

Most people see themselves as b~longing to a particular secial class. Please look at this card and tell me 

wlach social class you would say you belong to. 

And tvhich seclal class would you say your parents betonged to when you started at primary school ? 

~ I ;B British Social Attitudes : the 1984 Report, eds by Roger Jowell & Colin Airey, Gower, 1984, p.131. 
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階層帰属意識の構造と社会的脈絡

を
判
断
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
人
自
身
の
帰
属
と
両
親
の
所
属
階
級
と
の
単
純
な
比
較
し
か
で
き
な
い
が
、
両
親
の
場
合

と
較
べ
て
ご
唇
霞
≦
o
詩
営
磯
。
冨
聲
竃
置
色
Φ
。
宣
器
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
．
両
親
と
較
べ
て
ど
う
変
っ
た
か

と
い
う
点
で
、
「
変
化
な
し
」
五
六
％
（
う
ち
小
学
入
学
時
労
働
者
階
級
三
六
％
）
、
「
低
く
な
っ
た
」
七
％
、
「
上
昇
し
た
」
三
二
％
（
う
ち
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

働
者
階
級
二
〇
％
、
貧
困
階
級
八
％
）
、
「
わ
か
ら
な
い
」
四
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
と
し
て
本
人
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
背
景

や
要
因
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
産
業
社
会
の
構
造
的
変
動
、
社
会
保
障
制
度
、
社
会
移
動
論
、
「
豊
か
な
」
労
働
者
論
、
外
国
人
移
民
労

働
者
等
と
も
関
連
し
て
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。

　
オ
！
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
S
・
B
・
ハ
ン
モ
ン
ド
を
中
心
と
し
て
一
九
四
九
年
に
メ
ル
ボ
ル
ン
市
で
実
施
さ
れ
た
一
連
の
調
査
が
あ
り
．

自
由
選
択
・
自
由
回
答
方
式
に
よ
る
質
問
で
人
々
が
抱
い
て
い
る
階
級
モ
デ
ル
（
階
級
構
図
）
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
中
流
階
級
帰

属
五
五
％
（
そ
の
う
ち
、
竃
錠
巳
Φ
。
一
器
・
i
≦
。
蒔
一
夷
岳
器
ー
q
暮
霞
＆
器
の
構
図
で
位
置
づ
け
て
い
る
人
二
九
％
、
竃
一
髭
一
。
岳
器
1
い
薯
霞

。
置
濱
1
ε
冨
り
。
一
器
の
の
構
図
で
位
置
づ
け
て
い
る
人
二
六
％
）
、
労
働
者
階
級
帰
属
三
七
％
（
そ
の
う
ち
名
＆
含
α
q
号
器
l
O
畳
邑
一
器
の
構
図

で
と
ら
え
て
い
る
人
十
一
％
、
≦
簿
露
夷
。
置
器
ー
蜜
＆
一
。
。
一
霧
・
I
d
箸
寝
。
衝
器
の
構
図
で
と
ら
え
て
い
る
人
二
六
％
）
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の

場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
人
々
の
間
に
お
い
て
も
調
査
研
究
の
上
で
も
中
流
階
級
－
労
働
者
階
級
と
い
う
基
本
的
な
階
級
区
分
軸
で
位
置
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

け
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
A
・
F
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
一
九
六
二
年
の
や
は
り
メ
ル
ボ
ル
ン
郊
外
で
の
調
査
に
お
い
て
も
、
「
そ
の

他
の
階
級
構
図
」
　
（
一
九
％
）
の
割
合
が
高
い
が
、
基
本
的
な
構
図
は
大
き
く
は
変
っ
て
お
ら
ず
、
中
流
階
級
帰
属
四
八
％
、
労
働
者
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

級
帰
属
二
五
％
で
あ
っ
た
。

　
表
1
2
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
民
間
調
査
（
醤
①
》
毒
訂
昌
§
O
毘
唇
℃
色
）
が
一
九
六
一
年
に
全
国
調
査
を
実
施
し
た
調
査
の
一
部
で

あ
る
、
質
問
は
、
予
め
用
意
し
た
選
択
肢
か
ら
選
び
と
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
穿
寧
畠
昌
8
奉
隆
・
邑
．
先
の
ハ
ル
モ
ン
ド
に
よ
る
メ

ル
ボ
ル
ン
で
の
数
値
と
あ
ま
り
異
な
ら
な
い
，
表
1
3
は
、
ダ
ル
ト
ン
（
の
■
○
■
∪
、
≧
ε
5
）
が
一
九
六
八
年
に
大
都
市
シ
ド
ニ
ー
で
お
こ
な
っ

た
調
査
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
固
定
し
た
選
択
肢
か
ら
選
び
と
る
方
式
が
と
ら
れ
、
労
働
者
階
級
を
分
化
さ
せ
た
区
分
軸
に
従
っ
て
全
体
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表12オーストラリアの階級帰属（1961年）（全国調査）

　6％
41

12

38

　3

100

Upper　n虹ddle　class

Mddle　class

Lower　middle　class

Wor㎞g　dass
℃ouldn’tsay’

Total

引用　A．F．Davies，lmages　ofClass，Sydney　Univ．Press

　　　1967，pp．45・46，A．．F．Davies　and　S．Ence1，eds．

　　　Australian　Society，Melboume，1965，pp．109・13．

表13シドニーにおける階級腸属（1968年）

％　　1

1i／47

1i｝47

　　5

100

Upper

Upper　mid（11e

Middle　middle

Lower　mid引e

Upper　working

Middle　working

Lower　working

Refusal　to　i（1entify

Tota1

引用　S．Ence1，Equality　and　Autholity：a　Study　of　Class

　　　Status，and　Power　in　Australia，Tavistock　Publi

　　　cations，1970，pp．95・99．

表14　オーストラリアの階級帰属（1973年）（全国調査）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　N

　Upper　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　81

　Upper　middle　　　　　　　　　　　3　　　88

Mlddle　　　　　　　　　　　　　52　1，707

　Lower　middle　　　　　　　　　　　1　　　32

Working　　　　　　　　　　　　20　　669

　Lower　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　217

　Separate　group　　　　　　　　　　　　　　7　　　234

　No　class　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　75

　0thers，Not　state（1　　　　　　　　　　　　　6　　　　206

　Tota1　　　　　　　　　　　　　　　　100　　3，309

引用　BrianR　Graetz，“lmagesofClassinModemSoclety，”

　　Sociology，voL17，No，1，1983，p．84，Table1よ1）作成・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22

と
し
て
労
働
者
階
級
帰
属
が
や
や
多
く
な
っ
て
い
る
。
表
1
4
は
、
一
九
七
三
年
の
全
国
調
査
で
あ
る
が
、
対
象
者
自
ら
の
自
由
選
択
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

に
よ
る
質
問
調
査
結
果
で
、
逆
に
中
流
階
級
帰
属
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
、
特
に
第
二
次
大
戦
後
の
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
の
展
開

を
概
観
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
む
し
ろ
上
流
階
級
ー
中
流
階
級
ー
労
働
者
階
級
i
（
貧
困
階
級
）
（
ξ
冨
吋
ー
憲
＆
一
Φ
1
≦
。
匿
轟
1

ぎ
＆
と
い
う
階
級
軸
に
基
づ
く
調
査
が
主
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
西
ド
イ
ッ
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
的
背
景
を
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

に
し
な
が
ら
も
、
似
か
よ
っ
た
階
級
、
階
層
区
分
の
も
と
で
帰
属
意
識
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
．
前
節
で
み
た
よ
う
に
戦
後
日
本
の

場
合
に
は
、
主
に
上
流
（
上
層
）
1
中
流
（
中
層
）
ー
下
流
（
下
層
）
（
ε
冨
『
ー
霞
象
一
①
ー
ピ
暑
。
り
）
と
い
う
生
活
程
度
を
中
心
と
し
た
階
層

軸
に
よ
る
固
定
選
択
方
式
の
帰
属
意
識
調
査
が
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
て
、
戦
後
日
本
の
社
会
変
動
の
も
と
で
国
民
の
八
割
な
い
し
九
割
が



中
流
階
層
帰
属
意
識
を
も
つ
と
い
う
現
象
に
至
ら
し
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
階
層
軸
に
よ
る
帰
属
意
識
国
際
比
較
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
流

意
識
肥
大
の
現
象
は
な
に
も
日
本
だ
け
に
固
有
の
現
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
表
4
参
照
）
．
わ
が
国
の
場
合
に
は
、
従
来
こ
う
し
た
階
層

帰
属
意
識
調
査
の
調
査
結
果
そ
の
も
の
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
議
論
が
多
く
、
階
級
意
識
の
全
体
的
な
構
造
や
そ
の
社
会
的
脈
絡
を
問
う

試
み
は
少
な
か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
　
階
層
帰
属
意
識
と
階
級
意
識
の
構
造

階層帰属意訟の構造と社会的脈絡

　
先
に
戦
後
日
本
の
主
に
階
層
帰
属
意
識
調
査
の
動
向
と
特
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
．
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
階
級
・
階
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

帰
属
意
識
調
査
を
み
て
き
た
が
、
次
に
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
を
、
よ
り
包
括
的
な
階
級
意
識
の
構
造
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と

に
し
た
い
．
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
よ
う
な
特
に
戦
後
日
本
の
調
査
に
表
わ
さ
れ
た
帰
属
意
識
は
、
あ
く
ま
で
対
象
者
本
人
の
主
観
的
な

帰
属
意
識
で
は
あ
っ
て
も
、
観
察
者
の
側
が
一
方
的
に
特
定
の
方
法
で
、
枠
づ
け
た
質
問
に
対
し
て
被
調
査
者
が
特
定
時
点
で
ど
の
よ
う

に
反
応
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
対
象
者
本
人
が
そ
の
ま
ま
現
実
に
所
属
し
、
帰
属
さ
せ
て
い
る
階
級
・
階

層
で
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
．
そ
こ
で
、
主
観
的
帰
属
と
客
観
的
な
属
性
・
特
徴
と
の
相
互
関
連
を
直
ち
に
み
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
，
こ
こ
で
は
ま
ず
、
階
級
・
階
層
を
め
ぐ
る
主
観
的
・
心
理
的
な
意
識
の
構
造
そ
の
も
の
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
．

こ
れ
は
、
行
為
主
体
が
自
ら
の
日
常
経
験
に
照
ら
し
て
多
様
な
階
級
イ
メ
ー
ジ
・
心
理
を
構
造
化
し
て
い
く
と
と
ら
え
る
理
論
的
仮
説
と

し
て
の
構
造
理
論
の
視
点
か
ら
の
接
近
で
あ
る
。

e
階
級
意
識
の
構
造

階
級
意
識
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
主
に
、
客
観
的
事
実
と
し
て
の
社
会
の
経
済
的
下
部
構
造
に
規
定
さ
れ
た
階
級
構
造
や
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図1階級意識の概念化と測定

概念化

　1．階級構造の認知

　2．自己帰属

　3．階級利害

　4．階級行動

参与者によるデータ記録

　1．階級構造の認知

　2．自己帰属

　3．階級利害

　4．階級行動

観察者によるデータ記録

　1．階級構造の認知

　2．自己帰属

　3．階級利害

　4．階級行動

引用　L　E　Hazelrig9，“Aspects　of　the　Meas礁ement　ot　Class　Consciousness”，in　M．A．Amer　and　A．D．

　　　Grimshaw，eds。，α）mpaτative　S㏄ial　Research，John　WIley＆Sons，1973，p．225．

過
程
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
実
践
的
、
倫
理
的
要
請
を
歴
史
的
必
然
な

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
階
級
意
識
、
当

為
と
し
て
の
階
級
意
識
、
と
の
関
連
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
傾
向

が
強
い
。
近
代
資
本
主
義
社
会
、
近
代
産
業
社
会
に
お
い
て
は
階
級

意
識
が
客
観
的
な
諸
条
件
、
利
害
の
も
と
で
す
で
に
形
成
さ
れ
た
も

の
と
し
て
、
あ
る
い
は
階
級
構
造
に
つ
い
て
の
認
識
が
必
然
的
に
明

確
に
一
定
方
向
に
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と
し
て
、
把
握
さ
れ
て
き

た
と
い
え
る
。
近
代
に
お
け
る
主
体
的
な
自
我
や
近
代
産
業
社
会
の

普
遍
的
諸
特
性
の
形
成
、
と
同
様
の
論
理
で
あ
る
。
階
級
構
造
に
つ

い
て
の
認
識
や
意
識
が
必
然
・
当
然
の
も
の
と
し
て
、
前
提
と
さ
れ

て
い
る
。
K
・
マ
ル
ク
ス
の
い
う
即
自
的
階
級
（
困
器
。
ρ
①
導
ゆ
喜
）

か
ら
対
自
的
階
級
（
困
器
器
馬
母
。
喜
）
と
い
う
き
わ
め
て
魅
力
的
な

階
級
意
識
の
動
態
的
分
析
（
『
哲
学
の
貧
困
』
）
も
、
階
級
意
識
そ
の

も
の
の
構
造
的
把
握
や
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
考
察
と
い
う
視

点
か
ら
す
れ
ぽ
、
一
面
的
・
直
線
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な

ら
な
い
。
G
・
ル
カ
ー
チ
（
0
8
謎
①
ピ
爵
婁
）
の
階
級
意
識
論
に
お

い
て
も
、
生
活
状
態
の
類
型
学
に
関
す
る
指
摘
は
帰
す
る
と
こ
ろ
生

産
過
程
の
な
か
の
一
定
の
類
型
状
態
に
本
質
的
に
規
定
さ
れ
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ

う
論
理
的
・
客
観
的
階
級
意
識
論
の
展
開
で
あ
っ
た
。
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階層帰属意識の構造と社会的脈絡

　
階
級
意
識
を
よ
り
広
い
脈
絡
で
、
し
か
も
動
的
な
構
造
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
N
・
1
・
ブ
ハ
ー
リ
ン
の

「
階
級
心
理
」
と
「
階
級
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
区
別
、
「
革
命
的
指
導
部
の
意
識
」
と
「
大
衆
の
意
識
」
と
い
う
二
種
類
の
階
級
意
識
を
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
）

定
し
て
い
る
W
・
ラ
イ
ヒ
（
≦
旨
ぎ
冨
評
喜
）
の
階
級
意
識
論
の
方
が
興
味
深
い
。

　
そ
の
意
味
で
、
わ
れ
わ
れ
が
と
り
あ
げ
て
き
た
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
と
さ
れ
る
過
程
や
側
面
も
、
広
く
階
級
心
理
と
階
級
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
、
生
活
者
の
日
常
生
活
と
階
級
意
識
の
相
互
媒
介
過
程
に
着
目
し
て
考
察
さ
れ
直
す
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
広
義
の
意
味
で
の
階

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

級
意
識
の
構
造
化
と
い
う
視
点
に
そ
っ
て
考
え
る
と
、
L
・
ハ
ー
ゼ
ル
リ
ッ
グ
の
概
念
化
は
わ
か
り
や
す
く
、
説
得
的
で
あ
る
．
図
1
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
）

示
し
た
の
が
、
　
ハ
ー
ゼ
ル
リ
ッ
グ
の
も
の
で
あ
る
。

　
ω
階
級
構
造
の
認
知
（
署
貰
窪
婁
。
ぽ
一
毯
費
仁
9
弩
①
）
と
は
、
自
ら
を
と
り
ま
く
社
会
生
活
全
体
の
な
か
で
不
平
等
構
造
、
階
級
・

階
層
構
造
を
感
情
的
・
心
理
的
・
意
識
的
に
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
知
覚
・
認
知
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
々
が
体

験
・
経
験
に
基
づ
い
て
環
境
、
生
活
、
社
会
的
地
位
、
階
級
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
い
て
い
る
感
情
・
情
緒
、
満
足
・
不
満
足
等
、

イ
メ
ー
ジ
・
知
識
等
を
内
容
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
自
ら
が
描
き
つ
づ
け
る
、
多
分
に
流
動
的
で
、
と
き
に
は
不
透
明
な
、
不
確
か
な
、

多
様
な
「
階
級
・
階
層
地
図
」
が
潜
在
し
、
あ
る
い
は
顕
在
し
て
い
る
。
人
に
よ
っ
て
、
ま
た
あ
る
社
会
的
歴
史
的
脈
絡
の
も
と
で
は
、

こ
う
し
た
構
造
に
つ
い
て
の
認
知
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
も
ち
に
く
い
と
い
う
、
こ
と
も
あ
り
得
る
．

　
ω
自
己
帰
属
（
自
己
の
位
置
づ
け
）
（
絶
匝
。
婁
言
）
（
鼠
の
巴
α
窪
奮
聾
喜
）
は
、
そ
の
よ
う
な
（
多
様
で
不
透
明
で
潜
在
的
な
）
「
階
級
・
階

層
地
図
」
の
な
か
の
ど
こ
に
自
己
を
位
置
づ
け
、
帰
属
さ
せ
る
か
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
節
ま
で
の
と
こ
ろ
で
と
り
あ
げ
た
階

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
う

級
・
階
層
帰
属
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
に
主
に
か
か
わ
る
意
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
限
定
し
た
意
味
で
の
階
級
帰
属
意
識
（
「
資
本
家
階
級
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

「
中
産
（
中
間
）
階
級
」
「
労
働
者
階
級
」
、
あ
る
い
は
「
上
流
・
上
層
階
級
」
「
中
流
・
中
産
階
級
」
「
労
働
者
階
級
」
「
下
層
階
級
」
な
ど
）
、
階
層
帰
属

意
識
（
「
上
」
「
中
の
上
」
「
中
の
下
」
「
下
の
上
」
「
下
の
下
」
な
ど
）
と
し
て
調
査
測
定
さ
れ
て
ぎ
た
も
の
で
あ
る
．

　
⑥
階
級
利
害
（
畠
器
葺
震
①
器
）
は
、
資
源
・
価
値
の
生
産
と
分
配
を
め
ぐ
っ
て
の
人
々
・
階
級
の
間
で
の
利
害
・
関
心
を
意
味
し
て
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い
る
。
た
と
え
ば
収
入
・
賃
金
、
財
産
、
雇
用
や
失
業
、
税
制
、
医
療
政
策
、
年
金
制
度
な
ど
の
具
体
的
な
利
害
関
心
・
論
点
に
対
し
て
、

先
の
ω
階
級
構
造
の
認
知
、
ω
自
己
帰
属
に
照
ら
し
な
が
ら
、
そ
れ
な
り
の
目
標
設
定
や
態
度
を
形
成
し
て
い
く
。
他
方
、
階
級
利
害
を

め
ぐ
っ
て
、
逆
に
⑧
自
己
帰
属
や
ω
階
級
構
造
の
認
知
が
促
さ
れ
て
い
く
過
程
も
考
え
ら
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
い
う
即
自
的
階
級
か
ら
対

自
的
階
級
へ
の
動
態
は
こ
の
過
程
を
指
し
て
い
る
。

　
㈲
階
級
行
動
（
。
一
器
霧
註
。
琶
は
、
こ
の
場
合
、
⑥
の
階
級
利
害
を
め
ぐ
る
目
標
設
定
や
態
度
に
関
連
し
て
、
階
級
・
人
々
が
そ
れ
ら

の
目
標
や
態
度
を
実
現
し
た
り
実
行
す
る
う
え
で
ど
の
よ
う
な
行
動
態
度
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
目
標
の
達
成
に
関
す
る
人
々

の
態
度
で
あ
り
、
行
動
・
実
践
・
集
会
・
運
動
に
関
す
る
具
体
的
態
度
で
あ
る
．
相
対
し
て
、
階
級
意
識
の
構
造
全
体
の
な
か
で
、
ω
階

級
構
造
の
認
知
、
③
自
己
帰
属
、
の
位
相
は
、
よ
り
心
理
的
・
深
層
的
・
潜
在
的
で
あ
る
．
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
⑥
階
級
利
害
と
⑥
階
級

行
動
は
、
よ
り
意
識
的
・
表
層
的
・
顕
在
的
で
あ
る
と
い
え
る
．
し
か
し
、
ω
、
㈲
、
⑥
、
＠
の
位
相
は
階
級
意
識
の
構
造
と
し
て
相
互

に
媒
介
的
で
あ
り
双
方
交
通
的
で
あ
り
、
動
的
な
過
程
と
し
て
把
握
さ
れ
る
．

　
更
に
、
図
1
に
示
さ
れ
て
い
る
「
観
察
者
に
よ
る
デ
ー
タ
記
録
」
（
。
げ
器
署
震
．
毘
暮
鴛
①
8
邑
と
「
参
与
者
に
よ
る
デ
ー
タ
記
録
」

（
冨
益
。
冒
旨
．
。

・
鼠
富
冨
8
色
と
は
、
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
記
録
は
、
相
互
に
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
り
全
く
同
じ

と
い
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
．
「
観
察
者
」
（
調
査
研
究
者
）
と
「
参
与
者
」
（
生
活
者
・
被
調
査
者
）
は
、
調
査
行
為
・
調
査
過

程
に
お
け
る
双
方
の
当
事
者
で
あ
る
。
本
論
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
に
関
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
あ
て
は
ま

り
．
特
に
前
節
で
の
諸
外
国
の
研
究
動
向
に
み
た
よ
う
に
「
観
察
者
の
デ
ー
タ
記
録
」
と
「
参
与
者
の
デ
ー
タ
記
録
」
は
明
ら
か
に
異
な

っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
わ
れ
わ
れ
は
「
参
与
者
」
　
（
生
活
者
、
行
為
主
体
）
の
脈
絡
に
も
っ
と
焦
点
を
移
し
て
考
察
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
被
調
査
者
は
、
単
な
る
調
査
対
象
者
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
経
験
や
生
活
軌
跡
、
生
活
感
情
や
思
想
を

も
ち
つ
つ
、
更
に
そ
れ
ら
を
形
成
し
て
い
く
生
活
主
体
・
行
為
主
体
で
あ
る
。

26



階層帰属意識の構造と社会的脈絡

　
⇔
階
級
・
階
層
帰
属
、
階
級
イ
メ
ー
ジ
、
階
級
感
情

　
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
が
広
義
の
階
級
意
識
の
構
造
の
ひ
と
つ
の
位
相
で
あ
り
、
「
観
察
者
」
の
観
察
行
為
と
「
参
与
者
」
の
生
活
行

為
や
生
活
感
情
と
の
相
互
行
為
の
う
ち
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
「
参
与
者
」
（
生
活
主
体
・
行
為
主
体
）

自
身
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
体
験
や
経
験
の
う
ち
に
形
成
し
て
い
く
階
級
・
階
層
帰
属
、
階
級
イ
メ
ー
ジ
、
階
級
感
情
を
と
り
あ
げ
る
必
要

が
あ
ろ
う
．
「
わ
た
し
」
や
「
わ
れ
わ
れ
」
（
自
我
や
集
団
我
）
の
感
情
や
意
識
が
社
会
的
集
合
表
象
と
し
て
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
家
族
、

地
域
社
会
、
学
校
、
職
場
、
他
の
人
間
関
係
や
集
団
関
係
、
自
然
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
相
互
作
用
的
に
形
成
さ
れ
つ
づ
け
て
い
く
の

と
同
様
に
、
階
級
意
識
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
．
「
階
級
・
階
層
地
図
」
（
岳
器
目
碧
）
が
予
め
一
定
の
も
の
と
し
て
客
観
的
に
与
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
よ
り
も
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活
者
の
位
相
で
は
そ
の
「
地
図
」
は
多
様
で
あ
り
、
そ
の
広
が
り
、
鮮
明
さ
、
確
実
さ
も
同

一
で
は
な
い
．
し
か
も
、
そ
の
地
図
が
必
ず
や
「
階
級
・
階
層
地
図
」
が
唯
一
の
、
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
生
活
の
う
ち
で
準
拠
す
る
重
要
な
「
地
図
」
も
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な
る
だ
ろ
う
。
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
人
々
が

生
活
し
て
い
く
過
程
で
の
準
拠
地
図
は
、
複
数
で
あ
る
．
そ
の
主
た
る
、
決
定
的
な
準
拠
地
図
が
「
階
級
・
階
層
地
図
」
で
あ
る
、
あ
る

い
は
そ
う
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
直
ち
に
「
階
級
・
階
層
地
図
」
が
人
々
の
間
で
も
う
全

く
失
わ
れ
た
り
、
古
く
て
役
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。
「
階
級
・
階
層
地
図
」
も
、
他
の
準
拠
地
図
と
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
日
常
的
な
生
活
経
験
や
生
活
過
程
の
も
と
で
、
不
鮮
明
な
が
ら
ひ
と
つ
の
重
要
な
準
拠
地
図
と
し
て
絶
え
ず
書
き
か
え
ら
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
節
で
み
た
戦
後
日
本
の
階
層
帰
属
意
識
調
査
は
、
S
S
M
調
査
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
総
理
府
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
、

経
済
企
画
庁
「
国
民
生
活
選
好
度
調
査
」
に
し
ろ
、
研
究
者
や
行
政
者
が
「
観
察
者
」
の
側
か
ら
一
方
的
に
、
指
示
強
制
的
に
質
問
し
、

階
層
帰
属
を
選
択
さ
せ
る
調
査
と
し
て
継
続
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
．
第
三
節
で
み
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
の
諸
外
国
の
研
究
で
は
、
自
由
回
答
方
式
を
重
視
し
て
階
級
イ
メ
ー
ジ
や
階
級
感
情
に
つ
い
て
の
研
究
が
か
な
り
お
こ
な
わ
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（
お
）

れ
て
き
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
．
「
参
与
者
」
　
（
回
答
者
・
生
活
者
）
自
身
の
側
の
階
級
イ
メ
ー
ジ
や
階
級
感
情
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

そ
れ
程
展
開
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
自
体
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
も
あ
る
が
、
全
く
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

　
安
田
三
郎
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
都
民
の
生
活
と
職
業
意
識
調
査
」
（
東
京
都
二
三
区
の
男
子
有
権
者
一
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
し
た
抽

出
調
査
で
有
効
サ
ソ
プ
ル
六
八
八
人
．
一
九
六
七
年
七
月
～
八
月
の
面
接
調
査
）
の
な
か
で
、
階
級
イ
メ
ー
ジ
に
関
し
て
も
調
査
が
試
み
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
関
す
る
具
体
的
に
質
問
項
目
は
、
G
の
階
級
存
在
の
有
無
（
「
現
在
の
日
本
の
社
会
は
、
い
く
つ
か
の
上
下
の
階
級
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
貴
方
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
か
」
）
、
σ
り
階
級
間
の
連
続
性
と
非
連
続
性
、
価
階
級
構
成
の
ス
キ
ー
ム
（
構

図
）
と
階
級
数
（
「
そ
れ
で
は
、
今
の
日
本
の
社
会
は
、
ど
う
い
う
階
級
と
ど
う
い
う
階
級
か
ら
、
成
り
立
っ
て
い
る
、
と
お
考
え
で
す
か
」
（
自
由
回

答
方
式
）
）
、
㈹
階
級
区
分
の
基
準
、
団
階
級
関
係
の
抗
争
性
・
調
和
性
（
「
そ
れ
ら
の
階
級
は
利
害
が
対
立
し
て
、
ど
う
し
て
も
衝
突
し
あ
う
の
が

当
然
だ
、
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
お
互
に
協
調
し
あ
っ
て
い
け
る
は
ず
だ
、
と
思
い
ま
す
か
」
）
、
＠
階
級
帰
属
（
先
の
㎜
の
自
分
自
身
の
階
級
構

成
の
構
図
の
な
か
で
の
自
己
帰
属
）
な
ど
で
あ
る
。

　
階
級
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
安
田
三
郎
ら
の
調
査
結
果
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
OD
階
級
存
在
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
こ
の
質
間
に
あ
る
階
級
存
在
を
否
定
す
る
人
々
が
小
計
で
一
八
・
五
％
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
比
率
は
相
対
し
て
高
い
こ
と
、
σ
⇒
階

級
間
の
連
続
性
と
非
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
階
級
の
存
在
を
認
め
て
い
る
人
々
の
な
か
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
階
級
間
の
関
係
を
大
半

の
人
々
が
連
続
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
、
圃
階
級
構
成
の
構
図
に
つ
い
て
は
、
資
本
1
（
中
間
）
1
労
働
の
軸
が
最
も

多
く
二
八
・
七
弩
に
な
る
が
、
金
持
ー
貧
乏
人
、
上
流
ー
（
中
流
）
ー
下
流
、
支
配
！
被
支
配
、
上
（
層
）
1
中
（
層
）
1
下
（
層
）
、
そ

の
他
の
軸
、
無
回
答
、
と
多
様
な
階
級
体
系
の
軸
で
と
ら
え
て
お
り
、
階
級
数
も
二
分
法
、
三
分
法
と
も
に
み
ら
れ
た
．
㈲
階
級
区
分
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
財
産
（
二
二
二
％
）
、
収
入
（
一
六
・
二
％
）
、
権
力
・
権
限
（
八
・
七
％
）
、
生
活
程
度
（
八
・
○
％
）
、
職
業
・
職
種

（
七
・
三
％
）
、
生
産
手
段
の
有
無
（
六
・
八
％
）
、
社
会
的
地
位
・
身
分
・
家
柄
（
六
・
三
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
M
階
級
関
係
の
抗
争
性
・

調
和
性
に
関
し
て
は
、
明
ら
か
に
調
和
モ
デ
ル
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
割
合
の
方
が
多
い
が
、
抗
争
モ
デ
ル
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
は
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企
業
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
と
ブ
ル
ー
カ
ラ
i
、
専
門
職
、
高
学
歴
者
、
低
所
得
層
の
方
に
よ
り
多
い
こ
と
．
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

特
に
小
全
体
と
し
て
、
「
日
本
人
の
も
つ
階
級
イ
メ
ー
ジ
が
か
な
り
混
乱
し
て
い
る
こ
と
」
、
「
そ
し
て
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
階
級
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

の
不
明
確
さ
に
も
原
因
し
て
い
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
．

　
浜
島
朗
ら
は
「
中
流
意
識
の
構
造
と
動
態
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
（
昭
和
五
五
年
か
ら
五
七
年
の
三
力
年
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
調
査
）

の
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
「
中
流
意
識
」
の
性
格
、
そ
の
構
造
や
変
動
性
に
焦
点
を
あ
て
て
実
証
的
に
解
明
し
て
い
る
。
第
二
節
の
表
2
ー

働
地
域
別
の
階
層
帰
属
意
識
で
み
た
よ
う
に
、
浜
島
ら
の
調
査
に
お
い
て
指
示
的
選
択
方
式
の
質
問
に
よ
る
階
層
帰
属
で
の
「
中
」
意
識

は
七
九
・
三
％
に
お
よ
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
更
に
人
々
が
具
体
的
に
抱
い
て
い
る
中
流
イ
メ
ー
ジ
を
き
き
出
し
て
（
た
と
え
ば

生
活
上
で
の
「
中
流
」
に
ふ
さ
わ
し
い
収
入
と
貯
蓄
の
上
限
と
下
限
、
住
ま
い
・
職
業
・
経
済
生
活
、
そ
し
て
消
費
・
職
業
経
歴
・
余
暇
・
処
世
・
家
計

補
助
・
交
際
面
か
ら
み
た
ふ
さ
わ
し
い
「
中
流
」
の
生
活
ス
タ
イ
ル
、
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
）
、
そ
の
後
で
「
そ
れ
で
は
、
思
い
浮
べ
た
中
流
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
み
て
、
あ
な
た
は
中
流
に
属
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
か
た
ち
で
「
中
流
」
帰
属
意
識
を
問
う
て
い
る
。
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や

う
に
し
て
得
ら
れ
た
中
流
帰
属
意
識
と
す
で
に
き
き
出
し
た
構
造
的
な
指
示
的
選
択
に
よ
る
階
層
帰
属
意
識
（
「
上
上
」
「
上
下
」
「
中
上
」
「
中

下
」
「
下
上
」
「
下
下
」
）
、
階
級
帰
属
意
識
（
「
資
本
家
」
「
中
間
」
「
労
働
者
」
）
と
を
組
み
合
せ
た
数
値
が
、
表
1
5
で
あ
る
．
階
層
帰
属
意
識
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

み
た
「
中
」
意
識
（
「
中
上
」
「
中
下
」
の
小
計
）
は
七
九
・
三
％
で
あ
っ
た
の
が
、
中
流
帰
属
意
識
の
「
中
流
」
は
四
七
％
台
に
著
し
く
減

少
し
流
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
「
中
流
」
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
探
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
察
者
が
予
め
設
定
し

た
指
示
的
な
階
層
上
の
選
択
肢
を
い
き
な
り
選
択
さ
せ
る
調
査
結
果
と
は
、
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
．
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
先
の
階

級
意
識
の
全
体
的
な
構
造
に
照
ら
せ
ば
、
「
参
与
者
」
は
そ
れ
な
り
に
自
分
の
「
中
流
」
に
つ
い
て
の
認
知
、
イ
メ
ー
ジ
を
曖
昧
な
が
ら

も
ち
あ
わ
せ
な
が
ら
も
、
自
ら
の
生
活
構
造
や
社
会
的
な
関
連
の
も
と
で
、
き
わ
め
て
流
動
的
な
自
己
帰
属
を
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

　
「
中
流
」
イ
メ
ー
ジ
を
き
き
出
し
た
あ
と
で
の
動
態
を
組
み
合
せ
た
表
b
の
帰
属
意
識
の
動
態
を
み
る
と
、
ま
ず
階
層
帰
属
意
識
と
中
流
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表15帰属意識の動態

中　流　帰　属　意　識
全　体

上 中流 下

階
　
　
層
　
　
帰
　
　
属
　
　
意
　
　
識

上上i：ii：i：i幽i妻識醤獣蒸 16
（0．8）

上下
　’o”●●”●’∵．●

iii茎q勲簑i 隷懸隷蒸 60
（2．7）

中　上
悼鰹脇●薫
鰍襯毒慧養 761

（34．7）

中　下 ％萎…灘iiii 975
（44．6）

下　上 須彦　　259

摺鱗蛾
299

（13．6）

下　下 膨瓢
・轟遜… 74

（3．6）

全体
34

（1．6）
1023

（46．8）
1128

（51．6）
2185

（100．0）

階
級
帰
属
意
織

資本家
　5
（6．0）

45
（53．6）

34
（40．5）

　84
（3．8）

中　間
13

（2．2）

劃
I
I
l
l
l
由
l
l
l

i　iウ6旦

（28．4）

l　l　l　l　l

599
（27．4）

労働者
14

（0．9）

二二二　573　一≡≡≡　　914　≡≡≡

・一（38．2）二二……（60．9）…
1501

（68．8）

全体
32

（1．5）
1034

（47．3）
1118

（51．2）
2184

（100．0）

　　変動類型
階層帰属意識と中流帰属

意識の関係

匿ii盤・・…喉酬

彫……噛聾

懸……哺勾

階級帰属意識と中流帰属

意識の関係

皿……r中流主凋

皿一仲流動

塵……一糊蹴

引用　浜島朗・渡辺益男・菊池美代志・勅使河原勝男・佐藤郡衛「中流意識の構造と動態に関する実証的研究

　一中間報告一」，『東京学芸大学紀要』（第3部門，社会科学，第35集），昭和58年12月，117頁，120頁より

　　引用作成。
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帰
属
意
識
の
間
で
の
動
態
で
は
、
「
不
変
型
」
（
上
↓
下
、
中
上
↓
中
流
、
中
下
↓
中
流
、
下
↓
下
）
、
「
上
昇
型
」
（
中
↓
上
、
下
↓
上
・
中
流
）
、

「
下
降
型
」
（
上
↓
中
流
・
下
、
中
上
↓
下
、
中
下
↓
下
）
、
に
変
動
類
型
を
設
定
し
て
い
る
．
階
級
帰
属
意
識
と
中
流
帰
属
意
識
の
動
態
に
つ

い
て
は
、
や
は
り
浜
島
ら
の
用
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
れ
ば
、
　
「
中
流
主
流
」
（
中
間
↓
中
流
）
、
「
中
流
亜
流
」
（
労
働
者
↓
中
流
）
、
「
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

主
流
」
（
労
働
者
↓
下
）
、
「
労
働
者
亜
流
」
の
類
型
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
動
類
型
と
そ
の
社
会
的
要
因
と
の
関
係
を
み
る
と
、

特
に
中
↓
中
流
の
「
不
変
型
」
で
は
職
業
階
層
別
に
は
管
理
・
専
門
、
事
務
・
販
売
、
商
工
自
営
、
農
民
、
学
歴
別
で
は
大
学
卒
、
収
入

で
は
六
〇
〇
万
円
以
上
、
持
家
度
も
比
較
的
に
高
く
、
く
ら
し
む
き
評
価
も
よ
い
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
他
方
中
下
↓
下
へ
の

「
下
降
型
」
の
場
合
に
は
、
職
業
階
層
別
で
は
工
員
・
現
業
、
職
人
、
事
務
・
販
売
、
学
歴
別
で
は
中
学
卒
、
高
校
卒
．
収
入
は
三
〇
〇

万
未
満
、
三
〇
〇
万
～
六
〇
〇
万
円
、
持
家
度
は
相
対
し
て
低
い
方
に
、
く
ら
し
む
き
評
価
も
悪
い
と
答
え
て
い
る
人
々
に
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
更
に
、
中
流
・
労
働
者
「
主
流
」
、
中
流
・
労
働
者
「
亜
流
」
の
用
語
法
が
気
に
な
る
が
、
「
「
中
流
主
流
」
型
の
中
核
は
専
門
・
管
理

と
商
工
自
営
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
学
歴
別
に
は
大
学
卒
が
多
く
、
収
入
別
に
は
六
〇
〇
万
以
上
の
比
率
が
高
く
、
く
ら
し
む
ぎ
程
度
を

高
く
評
価
す
る
人
の
割
合
が
多
い
．
ま
た
、
「
労
働
者
主
流
」
型
の
中
核
は
工
員
・
現
業
、
事
務
・
販
売
お
よ
び
職
人
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39
）

中
・
高
校
卒
、
低
所
得
、
低
持
家
度
、
く
ら
し
む
き
評
価
の
悪
い
も
の
の
し
め
る
比
率
が
高
い
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
階
級
イ
メ
ー
ジ
や
階
級
感
情
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
が
依
然
乏
し
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
階
級
意

識
の
構
造
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
て
も
、
階
級
・
階
層
の
自
己
帰
属
を
予
め
用
意
し
た
階
級
・
階
層
枠
で
の
指
示
的
選
択
方
式
で
得
ら

れ
た
、
第
一
節
で
み
た
よ
う
な
わ
が
国
の
二
億
総
中
流
」
や
国
民
の
八
O
I
九
〇
％
が
中
流
帰
属
で
あ
る
と
す
る
数
値
は
、
増
大
化
傾

向
を
示
し
て
き
た
と
は
い
え
、
市
民
生
活
の
う
え
で
決
し
て
定
着
し
た
意
識
と
し
て
と
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
帰
属
意
識
調
査
を
通
じ

て
一
元
的
・
表
面
的
・
一
時
的
に
描
ぎ
出
さ
れ
た
意
識
像
で
あ
る
と
理
解
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
．
階
級
構
造
に
つ
い
て
の
認
知
そ
れ
自
体
が

不
鮮
明
、
流
動
的
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
感
情
や
階
級
感
情
を
い
だ
き
な
が
ら
、
多
様
な
準
拠
枠
（
比
較
枠
、
規
範
枠
）
の
も
と
で
、

自
己
帰
属
を
試
み
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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階
級
・
階
層
帰
属
に
み
る
自
己
帰
属
が
、
多
様
な
生
活
経
験
や
生
活
軌
跡
・
生
活
史
、
生
活
感
情
、
階
級
感
情
、
階
級
イ
メ
ー
ジ
な
ど

の
き
わ
め
て
日
常
的
に
た
く
わ
え
ら
れ
、
相
互
行
為
的
に
解
釈
さ
れ
直
し
て
い
く
深
層
・
沈
澱
層
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
無
視
し
て
、

指
示
的
な
方
式
に
よ
る
量
的
な
帰
属
意
識
は
一
方
的
な
把
握
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
「
現
代
社
会
で
は
、
階
級
区
分
は
ま
す
ま
す
固
定

的
、
伝
統
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
々
の
階
級
イ
メ
ー
ジ
は
よ
り
流
動
的
で
、
あ
い
ま
い
な
形
態
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
階
級
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

属
、
社
会
構
造
に
つ
い
て
の
概
念
化
、
階
級
感
情
そ
の
も
の
、
の
間
の
結
び
つ
き
は
よ
り
稀
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
。
ま
た
、
わ
が
国
の

場
合
に
お
い
て
も
歴
史
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
身
分
的
制
約
、
栓
桔
を
解
ぎ
放
ち
、
再
編
し
つ
つ
現
代
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ち

一
方
的
に
抽
象
的
、
操
作
的
な
「
上
、
中
、
下
」
の
階
層
区
分
や
「
資
本
家
・
中
間
・
労
働
者
」
の
階
級
区
分
で
い
き
な
り
社
会
全
体
で

の
自
己
帰
属
を
問
わ
れ
て
も
、
判
断
は
難
し
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
わ
が
国
の
場
合
に
お
け
る
階
級
イ
メ
ー
ジ
、

階
級
感
情
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
も
、
身
分
・
地
位
意
識
、
序
列
意
識
、
集
団
帰
属
意
識
、
生
活
意
識
や
社
会
意
識
等
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
と
も
関
連
さ
せ
て
、
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

32

五
　
階
層
帰
属
意
識
の
社
会
的
脈
絡

　
第
二
節
お
よ
び
第
三
節
で
と
り
あ
げ
た
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
は
、
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
な
階
級
意
識
の
構
造
と
い
う
観
点
か

ら
、
特
に
調
査
対
象
者
と
さ
れ
る
「
参
与
者
」
（
生
活
主
体
、
行
為
主
体
）
の
い
だ
い
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
体
験
、
生
活
欲
求
、
生
活

感
情
、
階
級
感
情
や
階
級
イ
メ
ー
ジ
ま
で
掘
り
下
げ
た
、
根
気
の
い
く
考
察
や
解
明
を
試
み
て
い
く
視
点
か
ら
で
な
い
と
充
分
な
理
解
は

得
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
次
に
、
わ
た
し
は
、
戦
後
日
本
の
中
流
階
層
帰
属
意
識
を
め
ぐ
る
論
争
も
含
め
て
、
中
流
階
層
帰

属
意
識
お
よ
び
そ
の
調
査
の
も
つ
社
会
的
脈
絡
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
、
e
現
代
日
本
の
中
流
階
層
帰
属
意
識
増
大

の
諸
要
因
、
⇔
階
層
分
化
と
社
会
的
不
平
等
感
、
の
順
で
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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e
現
代
日
本
の
中
流
階
層
帰
属
意
識
増
大
の
諸
要
因

　
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
戦
後
日
本
の
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
が
．
階
級
・
階
層
論
の
理
論
的
・
イ
デ
オ
・
ギ
i
上
の
立
場
を
反
映

し
て
、
資
本
家
－
労
働
者
階
級
の
基
本
的
な
階
級
関
係
を
軸
と
し
て
と
ら
れ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
階
級
論
と
上
－
中
－
下
層
の
連
続
的
、

操
作
的
な
階
層
関
係
と
し
て
位
置
づ
け
る
機
能
主
義
的
階
層
論
と
に
分
極
し
て
展
開
し
て
き
た
傾
向
を
も
っ
て
い
た
．
第
二
節
で
触
れ
た

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

戦
後
日
本
の
階
層
帰
属
意
識
調
査
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
社
会
移
動
研
究
な
ど
と
同
様
に
、
後
者
の
機
能
主
義
的
な
階
層
理
論
を
中
心
と

し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
明
治
時
代
の
前
田
正
名
に
よ
る
「
上
等
－
中
等
i
下
等
」
の
階
層
区
分
に
よ
る
生
活
水
準
の
測
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

や
大
正
期
の
森
本
厚
吉
に
よ
る
「
富
者
上
・
中
・
下
－
中
流
上
・
下
－
貧
民
上
・
下
」
の
生
活
水
準
の
測
定
な
ど
に
み
る
階
層
区
分
に
基

づ
く
家
計
を
中
心
と
し
た
実
証
研
究
は
あ
る
こ
と
は
あ
っ
た
．
し
か
し
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
戦
後
の
研
究
動
向
（
「
社
会
階
層
と
社
会
移

動
」
研
究
を
中
心
に
）
に
つ
い
て
は
、
G
・
H
・
Q
に
よ
る
日
本
占
領
下
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
L
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
「
ヤ
ン
キ
ー
・
シ

テ
ィ
研
究
」
、
尾
高
邦
雄
を
中
心
と
し
た
職
業
社
会
学
や
社
会
階
層
論
に
代
表
さ
れ
る
機
能
主
義
的
階
層
論
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら

　
（
姐
）

れ
る
．
そ
の
背
後
に
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的
な
現
実
的
背
景
と
し
て
の
敗
戦
と
民
主
化
に
と
も
な
う
支
配
的
エ
リ
ー
ト
層
の
弱
体
、
日

本
社
会
の
人
々
の
流
動
性
、
過
激
な
労
働
運
動
、
C
I
E
（
占
領
軍
の
民
間
情
報
教
育
局
）
の
影
響
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
概
念
的
社
会
学

の
傾
向
等
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）
に
松
島
静
雄
に
よ
っ
て
『
階
級
意
識
』
が
邦
訳
さ
れ
た
が
、
「
上
ー

中
－
下
」
の
階
層
区
分
に
代
っ
て
セ
ン
タ
ー
ズ
が
そ
こ
で
用
い
た
「
上
流
－
中
流
ー
労
働
者
…
下
流
」
階
級
区
分
は
日
本
で
は
階
級
・
階

層
帰
属
意
識
調
査
で
は
そ
の
後
も
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
．
特
に
総
理
府
調
査
に
し
ろ
、
経
済
企
画
庁
調
査
に
し
ろ
、
行
政
に
よ
る
調
査
で

は
一
貫
し
て
「
上
ー
中
i
下
」
の
階
層
区
分
に
よ
る
帰
属
意
識
が
調
査
さ
れ
て
き
た
．

　
昭
和
二
三
年
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
た
総
理
庁
官
房
審
議
官
世
論
調
査
部
に
よ
る
『
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
ー
大
・
中
都
市
を
対

象
と
し
た

』
は
、
顧
り
み
て
も
行
政
調
査
上
貴
重
な
記
録
で
も
あ
る
。
終
戦
直
後
の
混
乱
が
ま
だ
渦
巻
き
、
食
料
・
衣
服
・
医
療
・
住
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表16　調査員の判定による生活程度 （％）

＼・ 中
下 計

中上 中上 小計

昭和23年

　　29年

　　30年

7．1

2．9

4．7

31．8

37．3

54．2

48．3

66．3

86．0

85．6

26．6

11．0

9．7

100（2，705）

100（2，761）

100（2，550）

引用　昭和23年は総理庁官房審議官世論調査部『国民生活に関す

　　る世論調査一大・中都市を対象とした一』（昭和24年2月），

　昭和29年については，同『国民生活に関する世論調査』（昭

　和29年8月全国調査），昭和30年は，総理府内閣総理大臣官房
　『国民生活に関する調査報告』（昭和30年2月全国調査）。

表17一（1）対象者による階層帰属と調査員による判定（昭和29年） （％〉

＼＼上 中 下
不明 計

中上 中中 中下 小計 下上 下中 下下 小計

対象者による

階層帰属
2．1 6．4 26．5 22．5 55．4 16．4 15．0 6．3 37．7 4．7 100（2，761）

調査員の判定 2．9 31．8 54．2 86．0 11．O 100（2，761）

表17一く2）対象者による階層帰属と調査員による判定（昭和41年） （％）

　　　　　対象者の帰属

調査貝の判定
上

中
下 不明 計 （計）

中上 中中 中下 小計

上 14．7 41．8 37．7 2．6 82．1 O．6 2．6 100　（469） （2．9）

中

中上

中中

中下

小計

1．2

0．1

0．1

22．0

4．1

0．9

64．3

63．9

30．0

9．1

25．1

50．3

95．4

93．1

81．2

0．8

2．4

13．0

2．6

4．4

5．7

100（2，760）

100（8，017）

100（4，126）

　　（14，903）

（17．0）

（49．3）

（25．3）

（91．6）

下 一
0．5 7．0 31．1 38．6 54．7 6．6 100　（797） （4．9）

不　明 『
6．5 49．1 22．2 77．8 6．5 15．7 100　（108） （0．7）

計 0．7 7．3 51．7 28．4 87．4 7．4 4．5 100（16，277） （100）

引用　昭和29年については表16と同ヒ。昭和41年は内閣総理大臣官房公報室『国民生活に関する世論調査一結

　課報告r』（昭和41年5月）。
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階層帰属意識の構造と社会的脈絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
43
）

宅
な
ど
に
わ
た
る
基
本
的
な
生
活
が
い
か
に
窮
迫
し
、
窮
屈
で
あ
っ
た
か
の
一
端
が
こ
う
し
た
調
査
の
な
か
に
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

こ
の
調
査
で
は
、
第
一
節
で
み
た
よ
う
な
調
査
対
象
者
の
主
観
的
な
帰
属
意
識
を
問
う
質
問
項
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
調
査
員
の
判

ち

断
に
よ
る
、
そ
の
当
時
の
生
活
程
度
の
基
準
か
ら
み
た
、
対
象
者
の
生
活
程
度
に
つ
い
て
の
階
層
帰
属
判
定
（
上
ー
中
－
下
）
を
調
べ
て

い
る
。
上
層
七
・
一
％
、
中
層
六
六
・
三
％
、
下
層
二
六
・
六
％
、
と
い
う
の
が
調
査
員
に
よ
る
判
断
・
判
定
で
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
な

調
査
項
目
が
、
昭
和
二
九
年
、
昭
和
三
〇
年
、
更
に
昭
和
四
一
年
実
施
の
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
お
い
て
も
項
目
と
し
て

入
っ
て
い
る
。

　
表
1
6
に
み
る
よ
う
に
、
調
査
員
と
い
う
第
三
者
が
外
側
か
ら
位
置
づ
け
た
も
の
と
は
い
え
、
戦
争
や
終
戦
後
の
生
活
破
壊
や
混
乱
が
尾

を
ひ
き
、
高
度
成
長
期
を
迎
え
る
以
前
の
状
況
に
お
い
て
す
ら
、
調
査
員
に
よ
る
階
層
帰
属
の
判
定
は
昭
和
二
三
年
・
中
層
六
六
・
三
％
、

昭
和
二
九
年
・
中
層
八
六
・
○
％
、
昭
和
三
〇
年
・
中
層
八
五
・
六
％
、
と
意
外
に
高
い
割
合
で
の
判
定
を
し
て
い
る
．
表
1
－
O
D
・
図

は
、
調
査
対
象
者
自
ら
の
階
層
帰
属
と
調
査
員
に
よ
る
階
層
判
定
と
の
関
係
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
1
7
ー
ω
と
働
と
で
は
対
象
者
自

ら
に
よ
る
帰
属
（
昭
和
二
九
年
中
層
小
計
は
五
五
・
四
％
、
昭
和
四
一
年
中
層
小
計
八
七
・
四
％
）
に
お
い
て
確
か
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
は

い
え
、
高
度
成
長
以
前
の
段
階
の
昭
和
二
九
年
の
時
点
に
お
い
て
も
約
五
五
％
の
人
々
が
自
ら
を
中
層
に
帰
属
さ
せ
て
い
た
と
は
注
目
し

て
お
い
て
よ
い
。

　
判
定
員
の
判
定
が
戦
後
直
後
か
ら
か
な
り
高
い
比
率
の
中
層
帰
属
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
も
含
め
て
、
階
層
帰
属
と
い
う
広
い
意
味
で

の
行
為
自
体
が
、
客
観
的
な
基
準
や
状
況
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
お
か
れ
て
い
る
歴
史
的
社
会
的
状
況
の
も
と
で
の

「
世
間
」
（
世
の
中
、
浮
き
世
、
憂
き
世
）
の
標
準
や
規
範
に
照
ら
し
て
相
対
的
に
主
観
的
に
判
断
し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
．
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
生
活
が
「
苦
し
い
」
時
代
に
お
い
て
も
、
「
豊
か
な
」
時
代
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
帰
属
意
識
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
状
況
・
社
会
状
況
や
客
観
的
な
階
級
・
階
層
の
も
と
で
、
「
中
流
」
階
層
帰
属
を
志
向
す

る
傾
向
を
多
分
に
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
し
て
も
、
昭
和
三
〇
年
の
S
S
M
調
査
の
時
点
で
対
象
者
の
戦
争
直
後
の
階
層
帰
属
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（
4
4
）

に
つ
い
て
の
質
問
で
中
の
上
九
％
、
中
の
下
二
九
％
、
中
層
小
計
三
八
％
、
そ
し
て
表
1
7
1
ω
の
よ
う
に
昭
和
二
九
年
の
対
象
者
に
よ
る

中
流
階
層
帰
属
の
小
計
五
五
・
四
％
と
い
う
数
値
は
、
い
ず
れ
も
第
二
節
で
検
討
し
た
表
1
の
増
大
す
る
中
流
階
層
帰
属
の
数
値
に
較
べ

れ
ば
，
か
な
り
低
い
。
表
1
の
S
S
M
調
査
、
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
、
「
国
民
生
活
選
好
度
調
査
」
の
ど
れ
に
お
い
て
も
、

七
〇
％
～
九
〇
％
台
に
増
加
し
て
い
く
中
流
階
層
帰
属
の
増
大
化
傾
向
は
明
ら
か
で
あ
る
．
先
に
触
れ
た
階
級
意
識
の
構
造
の
も
つ
特
徴

を
基
本
的
に
ふ
ま
え
た
う
え
で
も
、
一
連
の
各
種
調
査
に
示
さ
れ
て
い
る
戦
後
日
本
に
お
け
る
こ
の
中
流
階
層
帰
属
意
識
の
増
大
化
は
、

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

な
お
か
つ
、
ひ
と
つ
の
事
実
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
中
流
階
層
帰
属
意
識
の
増
大
化
現
象
を
も
た
ら
し
た
諸
要
因
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
概
括
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．

36

　
G
の
歴
史
的
社
会
的
要
因
－
急
速
な
近
代
化
・
産
業
化
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
固
定
的
な
身
分
的
・
社
会
的
制
約
か
ら
次
第
に
解
放
さ
れ
る
動
き
が

進
め
ら
れ
、
職
業
・
居
住
・
婚
姻
上
の
移
動
社
会
化
、
教
育
機
会
の
拡
大
が
進
展
し
た
．
そ
し
て
、
敗
戦
、
戦
後
の
民
主
化
、
高
度
経
済
成
長
の
持
続
、

労
働
運
動
・
社
会
運
動
に
よ
る
労
働
条
件
・
生
活
条
件
や
生
活
環
境
の
改
善
、
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
水
準
の
上
昇
等
に
よ
っ
て
、
人
々
の
生
沽
水
準

や
生
活
意
欲
・
欲
求
も
大
き
く
改
善
さ
れ
平
準
化
さ
れ
変
化
し
て
き
た
と
い
え
る
．
こ
う
し
た
急
激
な
歴
史
的
・
社
会
的
な
諸
変
動
が
少
く
と
も
戦
後

こ
れ
ま
で
は
階
級
・
階
層
上
で
の
固
定
し
た
強
大
な
支
配
階
級
を
生
み
出
し
に
く
く
し
、
職
業
上
・
地
域
上
・
居
住
上
の
流
動
性
、
高
い
移
動
性
は
地

域
社
会
を
解
体
・
再
編
さ
せ
、
「
家
」
を
崩
壊
し
、
独
自
の
文
化
や
下
位
文
化
を
も
つ
労
働
者
階
級
、
下
層
階
級
を
成
立
し
に
く
く
さ
せ
、
と
ら
え
に

く
く
さ
せ
て
き
た
．
社
会
制
度
や
社
会
意
識
と
し
て
も
、
個
別
の
会
社
や
集
団
に
つ
い
て
の
「
社
員
意
識
」
や
「
企
業
別
組
合
」
意
識
を
促
し
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

こ
と
に
も
な
っ
た
．
一
般
的
に
い
っ
て
も
後
期
資
本
主
義
社
会
の
諸
特
徴
、
構
造
的
な
両
義
的
階
級
状
況
も
中
流
階
層
帰
属
意
識
を
志
向
さ
せ
る
の
に

作
用
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
㈲
文
化
的
要
因
1
わ
が
国
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
自
然
観
や
人
間
観
に
し
ろ
、
人
種
・
宗
教
・
言
語
等
の
上
で
も
極
端
に
、
顕
在

的
に
そ
れ
ら
の
差
異
や
対
立
を
強
調
す
る
観
念
は
相
対
的
に
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
（
こ
れ
は
、
こ
う
し
た
観
念
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
決
し
て
な
い
）
そ
れ
ぞ
れ
が
お
か
れ
て
い
る
地
位
の
分
限
や
分
相
応
に
し
た
が
っ
て
、
つ
っ
ま
し
く
、
「
世
間
」
並
み
に
、
「
世
間
」
に
恥
じ
な
い
よ

う
に
生
き
る
こ
と
を
生
活
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
強
い
。
「
上
を
見
る
よ
り
下
見
て
通
れ
」
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
で
は
下
に
対
す
る
身
分
意

識
、
地
位
差
別
意
識
が
根
強
い
。
安
田
三
郎
ら
に
よ
る
「
階
級
イ
メ
ー
ジ
」
調
査
の
中
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
階
級
間
．
階
層
間
の
関
係
に
つ
い
て
も
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連
続
的
・
調
和
的
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
自
足
的
「
人
並
み
」
意
識
、
閉
じ
ら
れ
た
集
団
意
識
を
根
強
く
さ
せ
た
と
い
え
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

　
　
楓
社
会
心
理
的
要
因
1
そ
の
意
味
で
は
歴
史
的
・
社
会
的
状
況
の
も
と
で
の
準
拠
集
団
と
し
て
の
「
世
間
体
」
の
心
理
が
強
く
作
用
し
て
い
る
．

　
人
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
の
生
活
軌
跡
を
交
錯
さ
せ
つ
つ
、
「
世
間
並
み
」
「
人
並
み
」
、
「
中
流
」
等
を
一
応
の
標
準
に
し
て
、
一
方
で
は
欲
望
水
準
の

　
自
足
化
（
充
足
感
、
自
足
感
、
あ
き
ら
め
）
、
他
方
で
は
高
い
上
昇
欲
求
（
達
成
意
欲
、
期
待
感
、
向
上
心
、
誇
示
的
消
費
・
余
暇
、
予
期
的
社
会
化
）
．

　
「
中
流
」
へ
の
同
調
心
理
、
「
中
流
」
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
の
脅
迫
心
理
、
「
下
層
」
に
対
す
る
心
理
的
嫌
悪
、
と
い
う
双
方
の
心
理
が
中
流
へ
の
帰
属

　
意
識
増
大
・
拡
大
に
作
用
し
て
き
た
面
も
大
き
い
．
ま
た
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
と
も
に
階
層
帰
属
基
準
・
比
較
基
準
の
心
理
的
な
流
動

　
化
と
そ
の
多
元
化
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
．
更
に
そ
の
過
程
で
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
発
達
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
，
広
告
メ
デ
ィ
ア
等
に

　
よ
る
準
拠
基
準
や
準
拠
集
団
の
増
幅
や
拡
大
、
大
衆
説
得
と
大
衆
操
作
の
諸
機
能
も
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
．

　
　
㈲
調
査
方
法
上
の
問
題
1
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
帰
属
意
識
調
査
が
主
と
し
て
予
め
調
査
者
が
用
意
し
た
選
択
肢
を
「
指

　
示
的
」
「
強
制
的
」
に
選
択
さ
せ
る
と
い
う
調
査
方
式
を
繰
り
返
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
．
対
象
者
（
参
与
者
・
生
活
主
体
、
行
為
主
体
）

　
の
さ
ま
ざ
ま
の
生
活
欲
求
・
感
情
、
不
安
や
無
関
心
．
願
い
に
照
ら
し
た
質
間
調
査
、
質
的
調
査
の
試
み
と
は
か
な
り
異
な
る
次
元
で
、
非
常
に
短
い

　
時
間
に
面
接
し
即
座
に
回
答
を
聞
き
と
る
方
式
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
階
層
区
分
自
体
が
「
中
流
」
に
集
ま
り
や
す
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
て

　
い
る
と
も
い
え
る
。

　
戦
後
日
本
の
中
流
階
層
帰
属
意
識
の
増
大
現
象
に
つ
い
て
の
諸
要
因
を
め
ぐ
っ
て
は
、
よ
り
詳
細
に
論
証
す
べ
ぎ
点
も
あ
る
が
、
先
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
中
流
意
識
」
の
増
大
を
、
や
は
り
ひ
と
つ
の
事
実
と
し
て
と
ら
え
て
お
く
べ
ぎ
で
あ
る
．
従
来
お
こ
な
わ
れ
た
戦

後
日
本
の
「
新
中
間
階
層
」
論
と
こ
こ
で
と
り
あ
げ
て
き
た
「
中
流
意
識
」
論
と
は
、
あ
ま
り
関
連
づ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
よ
う
に

　
　
（
47
）

思
え
る
。
「
新
中
間
階
層
」
論
の
主
た
る
論
点
は
、
ω
新
中
間
階
層
な
い
し
中
間
階
層
の
現
実
性
と
虚
構
性
・
幻
想
性
、
働
階
級
・
階
層

社
会
の
構
造
的
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
1
階
級
社
会
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
非
構
造
化
、
中
間
層
に
み
る
「
地
位
の
非
一

貫
性
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
「
新
中
間
層
」
を
も
つ
階
層
社
会
な
の
か
　
　
、
働
階
層
間
移
動
の
特
徴
、
㈲
「
新
中
間
階
層
」
と

「
中
流
階
層
帰
属
意
識
」
と
の
関
係
、
⑥
そ
の
政
治
的
意
味
や
社
会
運
動
と
の
関
連
と
帰
結
i
体
制
従
属
か
、
自
己
革
新
か
ー
、
に

整
理
で
き
る
と
思
う
．
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ち

　
「
新
中
間
階
層
」
の
「
新
」
の
定
義
は
と
も
か
く
と
し
て
広
い
意
味
で
の
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
中
間
階
層
」
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
に

み
て
き
た
よ
う
に
戦
争
や
終
戦
、
生
活
破
壊
・
混
乱
、
戦
後
の
高
度
成
長
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
過
程
で
客
観
的
に
も
主
観
的
な
帰
属
か
ら
み

て
も
、
全
く
の
幻
想
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
支
え
る
構
造
的
な
特
徴
は
、
富
永
健
一
の
い

う
「
地
位
の
非
一
貫
性
」
（
。・
鼠
言
王
琴
。
量
。
・
⇔
窪
昌
）
に
よ
っ
て
充
分
に
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
は
検
討
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
．
中

間
層
に
お
け
る
地
位
の
非
一
貫
的
特
徴
の
面
も
あ
る
が
、
そ
の
際
の
多
元
的
な
地
位
の
階
層
区
分
に
よ
っ
て
非
一
貫
性
の
特
徴
が
大
き
く

変
わ
る
し
、
操
作
化
さ
れ
や
す
い
一
面
を
も
同
時
に
も
っ
て
い
る
．
わ
れ
わ
れ
は
同
時
に
数
多
く
の
社
会
的
地
位
を
も
っ
て
い
る
が
歴
史

的
社
会
的
に
み
て
客
観
的
に
主
た
る
重
要
な
地
位
軸
が
存
在
し
て
い
る
し
、
主
観
的
に
も
自
ら
に
と
っ
て
重
要
な
地
位
軸
を
も
っ
て
い
る

わ
け
で
そ
う
し
た
主
体
の
側
の
生
活
像
や
地
位
像
に
照
ら
し
て
考
察
し
な
い
と
、
地
位
の
非
一
貫
性
の
議
論
も
操
作
的
な
も
の
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
本
論
で
の
主
た
る
関
心
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
論
点
の
⑥
、
㈲
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

「
新
中
間
階
層
」
論
に
お
い
て
は
、
「
中
流
階
層
帰
属
意
識
」
調
査
や
階
級
意
識
の
構
造
な
ど
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
論
じ

ら
れ
て
い
な
い
。
帰
属
意
識
の
調
査
結
果
を
そ
の
ま
ま
、
高
度
成
長
に
よ
っ
て
急
速
に
つ
く
り
だ
さ
れ
た
先
進
国
共
通
の
も
の
と
し
て
の

「
新
中
間
大
衆
社
会
」
論
（
村
上
泰
亮
）
、
「
中
間
層
肥
大
化
」
論
（
富
永
健
一
）
、
「
中
流
の
幻
想
」
論
（
岸
本
重
陳
）
と
結
び
つ
け
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
（
狢
）

こ
ろ
が
な
い
で
も
な
い
。
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⇔
階
層
分
化
と
社
会
的
不
平
等
感

　
『
昭
和
六
〇
年
版
、
国
民
生
活
白
書
－
戦
後
四
〇
年
・
成
熟
の
時
代
に
向
け
て
ー
』
で
は
、
近
来
に
な
く
「
中
流
意
識
の
周
辺
」
に
焦
点

　
　
　
　
（
姶
）

を
あ
て
て
い
る
．
そ
こ
で
は
、
「
広
汎
化
し
た
中
流
意
識
」
、
「
中
流
意
識
の
成
熟
化
」
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
が
加
え
ら
れ
、
「
中
流
意
識

広
汎
化
の
背
景
に
は
豊
か
で
平
等
な
社
会
が
あ
り
、
ま
た
人
々
の
意
識
、
行
動
に
個
性
化
、
多
様
化
へ
の
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ

る
と
、
今
後
と
も
人
々
が
平
等
な
豊
か
さ
の
中
で
個
性
に
応
じ
た
生
き
方
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
．
こ
れ
は
社
会
的
安
定
と



階層帰属意識の構造と社会的脈絡

・
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

活
力
あ
る
経
済
発
展
の
一
つ
の
条
件
で
あ
る
」
（
傍
点
筆
者
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
高
度
成
長
が
も
た
ら
し
た
豊
か
で
平
等
化
さ
れ
た
社
会
の
現
出
」
が
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
な
に
を
も
た
ら
し
つ
つ

あ
る
の
か
、
「
豊
か
さ
」
の
意
味
を
問
う
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
し
、
は
た
し
て
、
す
う
勢
と
し
て
の
「
豊
か
で
平
等
化
さ
れ

た
社
会
」
の
把
握
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
の
間
で
の
豊
か
さ
や
平
等
化
を
よ
り
よ
く
達
成
し
再
生
産
し
う
る
客
観
的
諸
条
件
や
人
々
が
豊

か
さ
や
平
等
化
に
つ
い
て
い
だ
い
て
い
る
主
体
的
な
意
欲
・
欲
求
・
感
情
・
意
識
に
も
眼
を
む
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
中
流
意
識
の
「
広
汎
化
」
「
成
熟
化
」
の
把
握
は
、
社
会
的
安
定
や
経
済
発
展
を
強
調
す
る
、
い
わ
ぽ
国
家
統
治
、
国

民
統
治
、
政
治
的
装
置
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
最
近
の
動
き
の
中
で
は
、
中
流
意
識
の
「
広
汎
化
」
、
人
々
の
間
で
の
個
性
化
、
多
様
化
の
動
き
も
認
め
ら
れ
る
が
、
同
時
に
中
流
意

識
と
の
関
連
で
み
れ
ば
階
層
分
化
の
動
き
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
．
こ
の
同
じ
白
書
で
は
「
中
流
意
識
を
規
定
す
る
も
の
」
と
し
て
、

ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

小
計
さ
れ
た
「
上
」
「
中
」
「
下
」
階
層
帰
属
意
識
と
性
・
年
令
階
層
・
家
族
関
係
・
職
業
・
教
育
・
所
得
（
世
帯
収
入
）
・
資
産
（
住
宅
の

所
有
関
係
と
住
宅
の
形
態
）
と
の
関
係
を
み
て
い
る
が
、
中
流
意
識
の
「
広
汎
化
」
が
強
調
さ
れ
て
も
、
「
中
の
上
」
、
「
中
の
中
」
、
「
中
の

下
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
相
異
に
つ
い
て
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
．
第
二
節
の
表
1
を
、
「
中
の
上
」
、
「
中
の
中
」
、
「
中
の
下
」
の
帰
属
意
識

そ
れ
ぞ
れ
の
動
向
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
五
〇
年
頃
ま
で
は
い
ず
れ
の
調
査
の
場
合
に
も
年
々
「
中
の
中
」
、
「
中
の
上
」
で
数
値
が
増

え
、
「
中
の
下
」
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
前
者
で
減
少
し
始
め
、
後
者
で
増
え
つ
つ
あ
る
。
特
に
総
理
府
「
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

民
生
活
に
世
論
調
査
」
の
数
値
で
明
ら
か
で
あ
る
．
「
中
流
」
を
同
質
な
も
の
と
し
て
「
中
の
上
」
、
「
中
の
中
」
、
「
中
の
下
」
を
中
と
し

て
（
操
作
的
に
）
一
括
す
る
こ
と
も
で
き
る
．
し
か
し
現
実
に
は
、
「
新
中
間
層
』
の
「
地
位
の
非
一
貫
性
」
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
非
一

貫
的
な
地
位
を
も
つ
人
々
の
総
合
・
集
合
と
し
て
中
流
意
識
八
○
！
九
〇
％
の
「
広
汎
化
」
が
構
成
さ
れ
て
い
る
．
だ
か
ら
、
き
わ
め
て

意
図
的
で
は
あ
る
が
、
「
中
の
下
」
の
も
つ
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
「
上
」
・
「
中
の
上
」
・
「
中
の
中
」
の
小
計
、
「
中
の
下
」
・
「
下
」
の
小
計

と
を
そ
れ
卵
て
れ
集
計
し
た
帰
属
意
識
に
組
み
替
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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表18階層帰属意識についての『もうひとつ』の組み替えによる集計　　（％）

　　　　　　　　階層区分

各種調査（年度）

「上」・『中の上J・

『中の中」の小計

「中の下」・「下」

の小計
不明 計

S　S　M調査 1975（昭50） 24 74 2 100

国民生活に関

する世論調査

1975（昭50）

1980（昭55）

1985（昭60）

67．2

62．4

60．8

28．7

34．2

36．1

4．0

3．3

2．8

100

100

100

国民生活
選考度調査

1975（昭50）

1981（昭56）

1984（昭59）

47．2

49．3

52．0

45．1

46．0

45．7

7．7

4．7

2．4

100

100

100

注資料は表1に同じ。表1を「上ゴ「中の上』・「中の中」の小計．「中の下』・「下」

　　の小計をそれぞれ集計して組替えたもの。

　
「
上
」
・
「
中
の
上
」
・
「
中
の
中
」
の
小
計
と
「
中
の
下
」
・
「
下
」
の
小
計
を
第
二
節
の
表

1
よ
り
集
計
し
て
み
る
と
、
S
S
M
調
査
（
昭
和
五
〇
年
）
で
前
者
は
二
四
％
、
後
者
は
七

四
％
で
あ
り
、
総
理
府
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
（
昭
和
五
〇
年
、
五
五
年
、
六
〇

年
）
で
そ
れ
ぞ
れ
六
七
・
七
％
と
二
八
・
七
％
、
六
二
・
四
％
と
三
四
・
二
％
、
六
〇
・

八
％
と
三
六
・
一
％
、
経
済
企
画
庁
「
国
民
生
活
選
好
度
調
査
」
（
昭
和
五
〇
年
、
五
六
年
、

五
九
年
）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
七
・
二
％
と
四
五
・
一
％
、
四
九
・
三
％
と
四
六
・
○
弩
、

五
二
・
○
％
と
四
五
・
七
％
、
と
な
る
（
表
1
8
参
照
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
総
理
府
「
国
民
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
へ

活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
と
っ
て
み
て
も
、
高
度
成
長
期
を
通
じ
て
前
老
の
中
流
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
も

は
四
〇
～
六
〇
％
台
、
後
者
の
中
・
下
層
意
識
は
約
三
〇
～
四
〇
％
台
で
推
移
し
て
き
て

お
り
、
昭
和
五
五
年
以
降
は
前
者
は
減
少
化
に
あ
り
後
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
広
汎
化
」
「
成
熟
化
」
の
動
き
と
し
て
よ
り
も
．
む
し
ろ
「
豊
か
な
」
社
会
に
お
け
る
新

た
な
階
層
分
化
の
動
き
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
事
実
、
階
層
帰
属
意
識
と
年
令
・
学
歴
・
職
業
・
所
得
・
居
住
形
態
等
と
の
関
連
を
調

べ
て
み
る
と
、
「
中
の
下
」
へ
の
帰
属
は
、
相
対
し
て
高
令
者
、
義
務
教
育
卒
・
低
い
学

歴
、
生
産
工
程
従
事
者
・
職
人
・
熟
練
工
・
無
職
・
販
売
・
サ
ー
ピ
ス
従
業
者
・
農
村
漁

業
、
低
所
得
、
借
間
・
住
み
込
み
・
民
間
借
家
・
公
営
借
家
層
に
多
く
、
地
位
特
性
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

て
は
む
し
ろ
「
下
」
帰
属
と
重
な
り
あ
う
部
分
が
多
い
。
昭
和
三
三
年
以
降
の
総
理
府

『
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
』
で
も
こ
う
し
た
基
本
的
地
位
特
性
と
「
中
の
下
」
帰

属
と
の
関
連
を
、
昭
和
三
三
年
、
四
一
年
、
四
六
年
、
五
〇
年
、
五
五
年
、
六
〇
年
と
調
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べ
て
も
、
や
は
り
同
様
の
特
徴
が
指
摘
で
き
、
最
近
に
な
る
程
、
先
の
特
徴
に
加
え
て
地
域
別
で
は
東
京
都
区
部
や
大
都
市
、
年
令
別
で

は
三
〇
歳
代
・
四
〇
歳
代
、
本
人
職
業
別
で
は
事
務
職
・
専
門
技
術
職
、
に
お
い
て
も
「
中
の
下
」
帰
属
が
増
え
て
き
て
い
る
．
そ
し
て
、

「
去
年
と
比
べ
た
暮
し
向
き
」
で
「
苦
し
く
な
っ
た
」
、
「
去
年
と
比
べ
た
生
活
程
度
」
で
「
低
下
し
て
い
る
」
、
「
暮
ら
し
の
満
足
度
」
で

「
ま
だ
ま
だ
不
満
だ
」
、
と
答
え
て
い
る
人
々
の
間
で
は
「
中
の
下
」
帰
属
の
比
率
は
も
っ
と
も
多
い
．

　
こ
れ
ま
で
種
々
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
階
層
帰
属
意
識
調
査
自
体
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
点
を
か
か
え
て
い
る
が
、
同
様
に
生

活
満
足
度
や
幸
福
度
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
も
難
し
い
。
各
人
各
種
の
生
活
軌
跡
・
生
活
史
、
生
活
水
準
、
生
活
状
況
、
生
活
欲
求
、
生

活
展
望
の
も
と
で
、
満
足
度
や
幸
福
度
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
、
階
層
帰
属
に
お
け
る
一
括
し
た
形
で
の
「
上
」
、
「
中
」
、
「
下
」
と
満
足

度
、
幸
福
度
の
関
連
を
み
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
む
し
ろ
、
「
中
」
の
中
味
を
問
わ
ず
に
、
「
広
汎
な
」
中
流
階
層
帰
属
と
高
い
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

満
足
度
、
幸
福
度
を
全
体
と
し
て
表
象
す
る
結
果
と
な
る
．
実
際
に
は
各
々
の
階
層
水
準
で
異
な
る
満
足
・
不
満
、
幸
福
・
不
幸
の
諸
相

が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
中
流
意
識
の
広
汎
化
」
が
、
「
中
流
意
識
は
「
人
並
み
意
識
」
か
ら
脱
し
、
個
人
の

価
値
観
や
二
ー
ズ
を
重
視
す
る
方
向
に
進
ん
で
き
た
と
い
え
る
．
こ
れ
を
中
流
意
識
の
成
熟
化
と
呼
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
形
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

た
だ
ち
に
個
性
化
、
多
様
化
に
根
ざ
し
た
「
成
熟
化
」
に
む
か
う
の
で
は
な
く
、
単
に
「
階
層
差
」
消
費
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、

老
後
生
活
へ
の
不
安
，
経
済
的
安
定
や
貯
蓄
、
住
宅
等
の
資
産
保
有
、
心
身
の
健
康
状
態
、
教
育
機
会
・
職
業
紹
介
・
職
業
訓
練
等
の
充

足
、
余
暇
生
活
な
ど
を
め
ぐ
る
階
層
分
化
の
動
き
こ
そ
が
浮
ぎ
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
社
会
的
不
平
等
感
に
つ
い
て
も
、
『
昭
和
六
〇
年
版
・
国
民
白
書
』
な
ど
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
確
か
に
客
観
的
な
指
標
に
つ
い
て

の
す
う
勢
分
析
で
は
平
等
化
、
公
平
化
が
著
し
く
進
展
し
た
と
い
う
面
も
あ
る
が
、
人
々
の
意
識
に
は
不
平
等
感
・
不
公
平
感
が
か
な
り

強
い
。
内
閣
総
理
大
臣
官
房
広
報
室
で
は
『
社
会
的
不
公
平
に
関
す
る
世
論
調
査
』
を
も
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
調
査
結
果
は
、
』

億
総
中
流
」
や
「
中
流
意
識
の
広
汎
化
」
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
等
で
大
々
的
に
報
導
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
昭
和
五
〇
年
の
調
査

で
は
「
現
在
の
日
本
の
社
会
に
つ
い
て
、
不
公
平
感
や
不
平
等
感
を
お
持
ち
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
「
持
っ
て
い
る
」
四
九
％
、
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表19　現在の社会に対する不公平感（昭和55年3月調査） （％）

該 公 不 一 わ

公 ま あと 不 概
か

当 平 あ まは 公 に

だ 公だ 公 り思 平 い ら 計
者 と 平と 公わ だと え

な田
’
受

’ 思 平な 思 な
（人） 平 つ う 平 だい 、

つ い い

総 数 3，902 20．5 3．5 17．0 63．6 29．6 34．0 9．8 6．1 100

性 男 1，745 23．7 4．2 19．5 62．3 29．3 33．0 10．0 4．0 100

別 女 2，157 18．O 2．9 15．1 64．1 29．8 34．8 9．6 7．9 100

自 農林漁業 276 22．4 3．6 18．8 59．0 26．8 32．2 11．2 7．2 100

営 商工サービス業 413 24．5 4．4 20．1 60．1 29．1 31．q 11．1 4．4 100
業 自由業 59 27．1 3．4 23．7 57．6 22．0135．6 13．6 1．7 100

本 被 管理職

専門技術職

73

78

31．5

21．8

8．2

1．3

23．3

20．5

56．2

64．1

　　：
　　匹31。5124．7

　　125，6138．5

11．0

14．1

1．4

一

100

100

人
傭

事務職 492 22．2 5．5 16．7 69．3 　　335．2：34．1 6．3 2．2 100

職
者 労務職 656 18．0 2．9 15．1 68．4 29．4

：
1 39．0 9．0 4．6 100
1

業 家
族

農林漁業 110 20．O 一 20．0 51．8 22．7

晶
：
2
9
．
1
；

11．8 16．4 100

別
従
業
者

商工サービス・
自由業

143 21．7 1．4 20．3 58．1 25．2
：
，
1 32．9
3

9．8 10．5 100

8

無
無職の主婦 1，233 18．0 2．9 15．1 66．1 30．7135．4

2
9．3 6．6 100

学生 50 28．0 6．0 22．0 62．O 40．0122．O
；

6．0 4．0 100
職

その他の無職 319 20．7 3．8 16．9 53．O 24．8128．2
2

13．2 13．2 100

引用　内閣総理大臣官房広報室『社会的不公平感に感する世論調査』（昭和55年7月刊），20－21頁。

注1　全国20歳以上の者・5，000人（回収3，902人，78％）を対象に昭和55年3月調査。

　2　「Q1．あなたは一般的にみて，現在の社会は公平だと思いますか。Gり公平だと思う，（イ）まあ公平だ

　と思う，（ウ）あまヒ）公平だとは思わない，＠不公平だと思う，㈲一概にいえない，（カ）わからないd
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（
罰
）

．
持
っ
て
い
な
い
」
三
七
％
、
「
わ
か
ら
な
い
」
一
四
％
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
五
年
の
調
査
で
も
ほ
ぽ
同
様
の
質
問
に
対
し
て
、
「
公
平
と

思
わ
な
い
」
六
三
・
六
弩
、
「
公
平
と
思
う
」
二
〇
・
五
％
、
「
一
概
に
い
え
な
い
」
一
〇
％
、
「
わ
か
ら
な
い
」
六
％
と
な
っ
て
い
る

（
表
1
9
を
参
照
）
．
不
公
平
感
・
不
平
等
感
は
増
加
し
て
き
て
い
る
．
表
2
0
ー
ω
は
ω
男
女
差
別
、
捌
税

制
度
、
⑥
貧
富
の
差
、
＠
学
歴
の

偏
重
、
㈲
土
地
所
有
の
各
々
の
項
に
つ
い
て
の
不
公
平
感
・
不
平
等
感
を
調
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
合
い
は
と
も
か
く
と

階層帰属意識の構造と社会的脈絡

表20→11）どの点について不公平感や不平等感を感じるか（各々の項目に関し

　　　　　て一つを選択）（昭和55年3月調査）　　　　　　　　　　（％）

該 持 持 わ

強 あ あ 全

当
者

つ
て
い

く
持
つ
て
い

る
程
度
持
つ
て
い

つ
て
い
な

ま
り
持
つ
て
い
な

映
θn、

持
つ
て
い
な

か
ら
な

計

（人） る る る い い い い

（1）男女差別 3，902 44 6 38 49 41 8 7 100

（2）税制度 3，902 67 23 44 20 18 2 13 100

（3）貧富の差 3，902 56 15 41 35 31 4 9 100

（4）学歴の偏重 3，902 56 15 41 35 30 5 9 100

（5）土地の所有 3，9Q2 50 17 33 35 29 6 15 100

引用資料　表19に同じ，45頁。

○「Q．11．あなたは，現在の日本の杜会のいろいろな不公平・不平等問題について

　どうお感じになっていますか。これから申し上げるそれぞれについて，この中から1

　つ選んで下さいむ

衰20→12）人々の貧富の差についての不公平感や不平等感（昭和55年3月調査）（％

該
当
者
（

人）

持
つ
て
い
る

持
つ
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

計

強
く
持
つ
て
い
る

あ
る
程
度
持
つ
て
い
る

あ
ま
り
持
つ
て
い
な
い

全
然
持
つ
て
い
な
い

総　　数 3，902 55．6 14．6 41．0 35．1 30．9 4．2 9．3 100

生
活
程
度
か
階
ら
層
見帰た
属

上
中の上

中の中

中の下

下
不明

16

362

2，093

1，018

265

148

50．0

52．0

53．1

62．7

61．1

44．6

25．0

10．8

12．6

18．1

21．9

14．2

25．0

41．2

4Q．5

44．6

39．2

30．4

43．8

41．7

39．4

28．6

23．0

21．7

43．8

36．7

34．8

25．5

19．2

17．6

一
5
．0

4．6

3．1

3．8

4．1

6．3

6．4

7．5

8．6

15．8

33．8

100

100

100

100

100

100

引用資料表19に同じ，45頁。
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し
て
．
そ
れ
ぞ
れ
不
公
平
感
・
不
平
等
感
を
も
っ
て
い
る
人
々
の
割
合
は
多
い
と
い
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
．
⑥
「
貧
富
の
差
」

と
階
層
帰
属
意
識
と
の
関
係
を
み
た
の
が
表
2
0
1
ω
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
中
の
下
」
で
は
不
公
平
感
・
不
平
等
感
を
「
持
っ
て

い
る
」
の
割
合
は
六
二
・
七
％
と
か
な
り
高
い
。
こ
の
昭
和
五
五
年
の
調
査
で
は
生
活
程
度
か
ら
み
た
階
層
帰
属
意
識
に
関
す
る
質
問
項

目
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
に
、
他
の
項
目
と
階
層
帰
属
意
識
と
の
関
係
が
数
項
目
に
つ
い
て
の
み
集
計
さ
れ
て
報
告
さ
れ
て
い
る

の
は
、
本
論
の
論
点
か
ら
す
れ
ぽ
、
き
わ
め
て
残
念
で
あ
る
。
第
二
節
の
表
3
で
み
た
よ
う
に
階
層
帰
属
に
お
け
る
「
中
の
上
」
と
「
中

の
下
」
で
は
階
級
帰
属
に
お
い
て
、
著
し
く
異
な
る
し
、
生
活
意
識
の
う
え
で
も
「
中
の
中
」
以
上
と
「
中
の
下
」
以
下
層
で
の
分
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
．
こ
れ
ま
で
の
階
層
帰
属
意
識
調
査
に
お
い
て
、
「
中
の
上
」
、
「
中
の
中
」
、
「
中
の
下
」
を
無

批
判
的
に
、
操
作
的
に
、
意
図
的
に
．
「
中
」
に
一
括
し
て
そ
の
増
大
化
や
広
汎
化
を
論
じ
て
ぎ
た
こ
と
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
問
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
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六
　
む
す
び

　
以
上
、
本
稿
で
は
「
階
層
帰
属
意
識
の
構
造
と
社
会
的
脈
絡
」
と
題
し
て
、
現
代
日
本
に
お
け
る
八
○
％
な
い
し
九
〇
％
、
あ
る
い
は

「
一
億
総
中
流
」
と
し
て
表
象
さ
れ
た
戦
後
日
本
に
お
け
る
、
特
に
階
層
帰
属
意
識
調
査
の
諸
問
題
を
中
心
に
論
を
進
め
て
き
た
。

　
ω
人
々
の
関
係
構
造
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
社
会
的
地
位
．
不
平
等
な
地
位
構
造
に
つ
い
て
の
主
観
的
な
接
近
方
法
と
し
て
の
階

級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
ず
諸
問
題
の
提
起
と
し
て
第
二
節
で
「
現
代
日
本
に
お
け
る
階
層
帰
属
意
識
調
査
」
、
次
い

で
、
第
三
節
で
は
諸
外
国
、
特
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
の
場
合
の
「
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査
」
の

動
向
に
触
れ
た
。
更
に
第
四
節
で
は
、
転
じ
て
、
主
と
し
て
対
象
老
（
被
調
査
者
、
行
為
主
体
、
生
活
者
）
に
と
っ
て
の
階
級
意
識
の
構
造

と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
試
み
、
第
五
節
は
現
代
日
本
の
中
流
階
層
帰
属
意
識
調
査
の
社
会
的
背
景
、
中
流
意
識
増
大
の
諸
要
因
、
「
新



階層帰属意識の構造と社会的脈絡

中
間
層
」
論
と
の
関
連
、
階
層
分
化
と
社
会
的
不
平
等
感
を
検
討
し
た
。

　
広
い
意
味
で
の
階
級
意
識
や
階
級
構
造
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
、
感
情
や
意
識
自
体
が
、
不
鮮
明
で
流
動
的
で
あ
り
、
特
に
わ
が
国
の
場

合
に
は
「
不
明
確
」
、
「
混
乱
」
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
日
本
の
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
調
査

は
S
S
M
調
査
、
総
理
府
調
査
、
経
済
企
画
庁
調
査
に
し
ろ
、
い
ず
れ
も
主
に
「
上
層
（
上
流
）
1
中
層
（
中
流
）
ー
下
層
（
下
流
）
」
の
階

層
区
分
を
軸
と
し
た
固
定
的
（
強
制
的
）
選
択
方
式
に
よ
る
質
問
調
査
が
一
貫
し
て
持
続
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
現
代
日
本
に
お
け
る
「
豊
か
さ
」
は
一
面
で
は
否
定
し
得
な
い
し
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
「
中
流
」
意
識
を
増
加
さ
せ
て
き
た
側
面
も

無
視
し
得
な
い
．
し
か
し
、
生
活
程
度
を
主
と
し
た
「
上
－
中
－
下
」
の
階
層
帰
属
は
、
「
苦
し
い
」
と
き
も
、
「
豊
か
な
」
と
き
も
、
「
世

間
（
世
の
中
、
憂
き
世
、
浮
き
世
）
」
の
標
準
や
規
範
に
照
ら
し
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
な
さ
れ
る
。
し
か
も
、
表
4
に
み
た
よ
う
に
、
同
じ

階
層
区
分
に
基
づ
く
階
層
帰
属
意
識
の
国
際
比
較
に
よ
る
と
、
八
○
～
九
〇
％
が
「
中
流
」
帰
属
と
い
う
の
は
日
本
の
み
の
現
象
で
は
な

い
。

　
「
中
（
「
中
流
」
）
」
の
「
広
汎
化
」
や
「
成
熟
化
」
を
一
方
的
に
強
調
す
る
こ
と
は
、
「
中
流
」
の
も
つ
諸
相
、
諸
類
型
を
見
落
す
こ
と
に

な
る
．
「
中
の
上
」
、
「
中
の
中
」
と
「
中
の
下
」
「
下
」
と
で
は
客
観
的
な
属
性
、
「
労
働
者
階
級
」
帰
属
、
生
活
意
識
等
の
側
面
に
お
い

て
も
明
ら
か
に
異
な
る
．
階
層
分
化
の
動
き
と
と
も
に
、
社
会
的
不
公
平
感
・
不
平
等
感
も
広
範
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
無
視
し
て
は

な
ら
な
い
。

　
σ
9
現
在
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
主
と
し
て
行
政
に
よ
る
階
層
帰
属
意
識
調
査
や
そ
の
調
査
結
果
を
め
ぐ
る
論
議
や
報
道
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
め
て
批
判
的
に
再
考
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
．
現
代
日
本
の
国
民
の
八
○
～
九
〇
％
、
コ
億
総
中
流
」
は
、
階
級
意
識
の
構

造
や
社
会
的
脈
絡
か
ら
の
批
判
的
な
検
討
を
は
な
れ
て
、
む
し
ろ
そ
の
「
広
汎
化
」
「
成
熟
化
」
の
名
の
も
と
に
一
人
歩
き
を
始
め
つ
つ

あ
る
（
「
経
験
的
」
調
査
に
よ
る
調
査
結
果
の
「
物
神
化
」
）
．
「
中
流
」
階
層
帰
属
は
ま
す
ま
す
増
幅
さ
れ
、
多
様
な
生
活
軌
跡
や
生
活
像
を
形

成
す
る
市
民
が
「
中
流
」
国
民
、
「
中
流
」
国
家
の
枠
組
の
も
と
に
み
ご
と
に
く
み
こ
ま
れ
か
ね
な
い
。
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し
た
が
っ
て
、
増
大
し
「
広
汎
化
」
す
る
中
流
意
識
は
、
激
変
す
る
社
会
変
動
の
も
と
で
社
会
認
識
の
全
体
像
を
も
ち
に
く
い
ま
ま
に
、

「
階
級
の
な
い
」
社
会
で
身
分
意
識
と
化
し
や
す
い
。
わ
れ
わ
れ
の
日
常
な
経
験
や
生
活
が
、
「
中
流
」
意
識
の
広
汎
化
を
通
じ
て
、
経
済

発
展
や
政
治
的
安
定
の
た
め
の
国
民
支
配
・
管
理
装
置
に
組
み
込
ま
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
中
流
」
の
身
分
意
識
は
、
「
非
中
流
」

層
の
存
在
を
軽
視
し
、
異
質
で
多
様
な
生
活
像
や
生
活
様
式
の
排
除
に
向
わ
せ
か
ね
な
い
．
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
階
層
帰
属
意
識
調
査

が
、
広
汎
化
す
る
「
中
流
」
の
動
向
を
見
事
に
え
が
き
出
し
て
き
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
こ
と
の
も
つ
政
治
的
・
社
会
的
機
能
に
も
目
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
ち

向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
．
わ
れ
わ
れ
自
身
が
、
同
質
化
さ
れ
た
「
中
流
」
身
分
に
安
住
せ
ん
と
し
て
、
異
質
で
多
様
な
生
活
像

を
嫌
悪
し
排
除
す
る
心
理
と
論
理
に
も
組
み
し
や
す
い
。

　
こ
の
意
味
で
、
階
級
イ
メ
ー
ジ
・
階
級
感
情
、
階
級
意
識
に
つ
い
て
の
理
論
的
仮
説
を
め
ぐ
っ
て
は
、
本
稿
で
の
考
察
の
出
発
点
と
し

た
「
構
造
理
論
」
（
人
々
が
日
常
的
な
生
活
経
験
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
、
意
識
を
構
造
化
し
て
い
く
と
考
え
る
）
立
場
だ
け
で
は
、

不
十
分
で
あ
る
．
現
代
日
本
の
「
中
流
」
階
層
帰
属
意
識
に
つ
い
て
は
、
「
構
造
理
論
」
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
国
民
・
国
家
統
合
の
た
め

の
政
治
的
・
社
会
的
支
配
装
置
、
管
理
装
置
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
装
置
と
し
て
作
用
し
て
き
た
傾
向
が
か
な
り
強
い
の
で
、
「
準
支
配
理

論
」
の
立
場
が
よ
り
説
得
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
新
中
間
層
」
論
や
階
級
意
識
論
に
お
い
て
も
、
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
営
為
に
つ

い
て
の
考
察
と
と
も
に
支
配
の
社
会
学
と
い
う
基
本
的
視
座
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
．

　
価
更
に
、
今
後
の
課
題
と
も
関
連
し
て
、
「
中
流
」
意
識
を
支
え
て
き
た
労
働
・
生
活
・
社
会
的
諸
条
件
に
つ
い
て
の
一
層
の
検
h
討
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
労
働
時
間
、
住
居
、
家
族
生
活
時
間
、
生
活
環
境
、
医
療
、
人
間
関
係
、
生
涯
教
育
、
地
域
社
会
と
の
関

連
．
生
活
展
望
、
老
後
生
活
な
ど
に
し
ろ
、
「
中
流
」
帰
属
や
「
豊
か
さ
」
を
支
え
る
社
会
的
諸
条
件
は
ど
の
程
度
に
充
実
し
た
も
の
と

い
え
る
だ
ろ
う
か
。
第
三
世
界
な
ど
の
人
々
の
生
活
状
況
や
社
会
発
展
の
動
き
な
ど
を
も
踏
ま
え
て
、
現
代
日
本
に
お
け
る
「
中
流
」
帰

属
や
「
豊
か
さ
」
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
問
う
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
中
流
」
階
層
帰
属
の
増
加
や
「
豊
か
さ
」
を
一
面
で
は
積
極
的
に
認
め
つ
つ
も
、
あ
る
い
は
そ
の
う
え

46



に
立
っ
て
、
中
流
の
諸
相
、
諸
類
型
を
質
的
に
見
定
め
る
作
業
を
も
始
め
る
必
要
が
あ
る
，
量
的
な
拡
大
と
し
て
の
「
中
」
「
中
流
」
意

識
や
「
物
」
や
「
こ
こ
ろ
」
の
二
者
択
一
的
な
「
豊
か
さ
」
で
は
な
く
、
0
の
生
活
基
盤
や
生
活
手
段
の
基
本
的
充
実
、
に
の
生
活
の
質
（
生

活
の
選
択
機
会
の
拡
充
）
、
圃
社
会
関
係
の
質
（
人
問
的
な
結
び
つ
き
の
あ
り
方
）
、
と
い
っ
た
問
題
関
心
か
ら
の
接
近
も
、
ひ
と
つ
の
重
要
な

　
　
　
　
（
5
6
）

課
題
と
な
ろ
う
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
き
た
、
生
き
て
い
る
多
様
な
生
活
軌
跡
や
生
活
欲
求
・
意
欲
・
展
望
を
掘
り

起
し
、
画
一
化
さ
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
の
生
活
様
式
や
生
活
文
化
に
も
一
層
眼
を
向
け
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

　
「
個
人
の
生
活
と
社
会
の
形
成
は
、
そ
れ
ら
諸
関
係
の
結
び
つ
き
の
な
か
で
展
開
す
る
。
社
会
学
的
想
像
力
は
こ
の
結
び
つ
き
の
な
か

に
、
現
代
に
お
け
る
人
間
生
活
の
質
を
認
識
す
る
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
、
C
・
W
・
ミ
ル
ズ
の
『
社
会
学
的
想
像
力
』

は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
依
然
す
ぐ
れ
た
導
ぎ
の
書
で
あ
り
続
け
る
．
「
問
題
は
た
だ
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
か
な
る
社
会
調
査
も
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
57
）

（
着
想
）
に
よ
っ
て
前
進
す
る
．
そ
れ
は
た
だ
事
実
に
よ
っ
て
律
せ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
」
（
醤
①
豊
暮
雛
巴
暑
ぐ
薮
ψ
”
。皇
。
畠
＝
馨
弩
魯
9

導
『
ざ
＆
一
霧
身
導
。
＆
ξ
浮
器
二
江
の
g
蔓
畠
魯
ぎ
㊦
島
ξ
｛
畏
）
。

階層帰属意識の構造と社会的脈絡

（
1
）
　
『
朝
日
新
聞
』
（
昭
和
五
九
年
九
月
三
〇
日
付
）
、
『
日
本
経
済
新
聞
』
（
昭
和
五
九
年
九
月
三
〇
日
付
）
、
『
朝
日
新
聞
』
（
昭
和
六
〇
年
七
月
一
目

付
、
「
経
済
う
ら
お
も
て
・
中
流
意
識
」
）
．
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
編
『
国
民
の
意
識
と
二
i
ズ
（
昭
和
五
九
年
国
民
生
活
選
好
度
調
査
）
』
昭
和

　
五
九
年
十
一
月
、
『
月
刊
世
論
調
査
』
（
昭
和
六
〇
年
九
月
号
）
、
『
昭
和
六
〇
年
版
国
民
生
活
白
書
』
昭
和
六
〇
年
十
二
月
刊
．

（
2
）
　
『
朝
日
新
聞
』
（
昭
和
五
二
年
五
月
二
〇
日
付
夕
刊
「
村
上
泰
亮
・
新
中
間
階
層
の
現
実
性
」
、
六
月
九
日
付
夕
刊
「
岸
本
重
陳
・
新
中
間
階
層

論
は
可
能
か
」
、
六
月
二
七
日
付
夕
刊
「
富
永
健
一
・
社
会
階
層
構
造
の
現
状
」
、
七
月
一
四
日
付
夕
刊
「
高
畠
通
敏
・
新
中
間
階
層
の
ゆ
く
え
」
、

　
八
月
二
二
・
二
三
・
二
四
日
付
夕
刊
「
討
論
・
新
中
間
層
（
岸
本
重
陳
、
富
永
健
一
、
村
上
泰
亮
、
高
畠
通
敏
、
見
田
宗
介
）
」
。
最
近
の
論
点
に
関

し
て
は
、
大
田
充
『
日
本
人
の
階
層
意
識
』
P
H
P
研
究
所
、
昭
和
五
七
年
、
石
川
晃
弘
・
他
『
み
せ
か
け
の
中
流
意
識
』
有
斐
閣
選
書
、
昭
和
五

七
年
、
博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
編
『
「
分
衆
」
の
誕
生
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
六
〇
年
刊
、
渡
辺
和
博
『
金
魂
巻
』
主
婦
の
友
社
、
昭
和
五

九
年
刊
、
小
沢
雅
子
『
新
「
階
層
消
費
」
の
時
代
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
六
〇
年
刊
、
『
中
央
公
論
』
昭
和
六
〇
年
七
月
号
（
「
特
集
・
ゆ
ら
ぐ

中
流
意
識
」
）
、
有
吉
広
介
・
浜
口
晴
彦
編
『
日
本
の
新
中
間
層
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
二
年
、
特
に
第
四
章
「
生
活
意
識
」
、
な
ど
。

（
3
）
　
日
本
社
会
学
会
調
査
委
員
会
編
『
日
本
社
会
の
階
層
的
構
造
』
有
斐
閣
、
昭
和
三
三
年
．
尾
高
邦
雄
編
『
職
業
と
階
層
』
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
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三
三
年
．

（
4
）
　
安
田
三
郎
編
『
現
代
日
本
の
階
級
意
識
』
有
斐
閣
双
書
、
昭
和
四
八
年
、
浜
島
朗
・
他
「
中
流
意
識
の
構
造
と
動
態
に
関
す
る
実
証
的
研
究
i

中
間
報
告
1
」
『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
』
（
第
三
部
門
・
社
会
科
学
・
第
三
五
集
）
昭
和
五
八
年
十
二
月
、
藤
森
俊
輔
「
中
流
階
層
帰
属
意
識
の
分
析

ー
大
学
生
の
出
身
階
層
調
査
を
素
材
と
し
て
！
」
、
同
「
（
続
）
」
『
岡
山
大
学
経
済
学
会
雑
誌
』
（
第
一
四
巻
二
号
、
第
一
五
巻
一
号
）
一
九
八
二
年

　
一
〇
月
、
一
九
八
三
年
、
藤
森
「
生
活
満
足
度
と
中
流
意
識
（
1
）
（
H
）
」
『
（
同
誌
）
』
（
第
一
五
巻
三
、
四
号
）
一
九
八
四
年
。

（
5
）
　
磯
村
英
一
「
日
本
社
会
学
の
新
し
い
選
択
」
『
社
会
学
評
論
』
一
四
〇
号
、
昭
和
六
〇
年
三
月
、
四
五
四
頁
．

（
6
）
O
ぼ
㎡
O
訂
ヨ
冨
二
巴
P
9
器
。摩
O
。
⇒
。
・
。
一
。
畠
冨
器
ヨ
＞
彦
霞
巴
昼
O
①
。
夷
。
＞
＝
魯
俸
q
5
且
戸
＞
垢
マ
巴
旦
お
o
。
ρ
畠
碧
梓
9
H

（
7
）
　
拙
稿
「
脱
産
業
社
会
と
中
流
意
識
－
現
代
日
本
の
中
流
帰
属
意
識
化
状
況
を
め
ぐ
っ
て
i
」
、
津
田
真
激
・
名
東
考
二
・
青
沼
吉
松
編
『
日
本

　
的
経
営
と
産
業
社
会
』
所
収
、
新
評
論
、
一
九
八
三
年
。

（
8
）
ρ
q
犀
O
。
一
ρ
ω
ε
畠
一
窃
ヨ
9
器
。
・
幹
歪
。
葺
3
毎
8
⇒
蓼
＆
ギ
。
器
レ
O
ま
（
一
〇
誤
y
等
区
o
。
6
。
r
卑
8
ヨ
．
マ
oQ
①
一
N
三
。
ぎ
亘
一
W
。

　
U
鷺
り
8
ダ
の
0
9
0
一
夷
ざ
望
ぐ
霧
国
畠
三
〇
P
国
鳶
冨
噌
節
国
o
ヨ
お
oo
一
噛
暮
。
O
o
o
o
o
山
O
ρ

（
9
）
　
「
組
合
員
意
識
調
査
結
果
〈
1
・
H
・
皿
〉
」
『
総
評
調
査
月
報
』
一
九
八
一
年
七
月
、
十
一
月
、
十
二
月
、
「
鉄
鋼
労
働
者
の
生
活
と
意
識
調
査

〈
H
〉
」
『
総
評
調
査
月
報
』
一
九
八
二
年
十
二
月
、
「
組
合
員
の
生
活
と
意
見
〈
1
・
H
〉
」
『
総
評
調
査
月
報
』
一
九
八
二
年
一
月
、
四
月
、
「
労
働

組
合
員
の
生
活
実
態
と
生
活
意
識
調
査
」
『
労
働
調
査
時
報
』
一
九
八
二
年
十
一
・
十
二
月
号
な
ど
。
労
働
組
合
員
の
階
層
帰
属
意
識
調
査
結
果
を

示
し
て
い
る
の
が
、
付
表
1
、
付
表
2
で
あ
る
．
い
ず
れ
も
や
は
り
小
計
さ
れ
た
「
中
流
」
意
識
は
高
い
が
、
先
の
表
1
の
全
国
調
査
に
比
す
れ
ば
、

　
「
中
の
下
」
の
割
合
が
労
働
組
合
員
の
方
が
相
対
し
て
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

（
1
0
）
　
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
「
社
会
関
係
と
社
会
移
動
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
で
昭
和
五
五
年
十
二
月
に
東
京
都
中
央
区
月
島
地
区
で
実
施
し
た
調
査

　
の
一
部
で
あ
る
．
地
域
生
活
研
究
会
編
『
大
都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活
の
変
化
』
（
社
会
調
査
編
）
昭
和
五
七
年
三
月
。
付
表
3
を
参

　
照
。

（
1
1
）
　
「
中
流
」
階
層
帰
属
と
「
中
産
」
階
級
帰
属
の
区
別
は
、
あ
く
ま
で
定
義
如
何
や
各
自
の
判
断
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
混
同
さ
れ
る
ぺ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
．
例
え
ば
、
国
会
審
議
の
答
弁
な
ど
で
も
、
生
活
程
度
を
問
う
た
中
流
階
層
帰
属
意
識
調
査
結
果
か
ら
、
い
き
な
り
日
本
国
民
の
八

割
な
い
し
九
割
が
中
産
階
級
だ
と
い
っ
た
混
同
し
た
論
議
を
耳
に
す
る
が
、
こ
れ
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
1
2
）
　
国
際
価
値
会
議
事
務
局
編
『
十
三
ヶ
国
価
値
観
調
査
デ
ー
タ
・
ブ
ヅ
ク
』
昭
和
五
五
年
八
月
．
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ

　
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
西
ド
イ
ッ
の
十
三
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付表1一（D生活階層帰属意識（電機労連）性別，時系列比較（％）

　　　　階層区分

調査年度・性別

上
中

下 NA
中の上 中 中の下 小計

1975年

総計

男子

女子

0．4

0．4

0．1

7．3

7．3

7．2

46．9

44．4

57．3

39．3

41．4

30．4

93．5

93．1

94．9

5．6

6．0

4．2

0．5

0．5

0．8

1978年

総計

男子

女子

1．3

1．4

0．9

12．3

12．4

11．3

47．2

45．8

56．4

33．3

34．5

24．9

92．8

92．7

92．6

5．1

5．2

4．2

0．6

0．6

2．4

1980年

総計

男子

女子

1．9

1．9

1．9

13．8

12．9

17．6

42．2

39．8

53．5

34．5

37．1

23．2

90．5

89．8

94．3

7．3

8．1

3．6

0．4

0．1

0．2

中

NA
　　　　　　　階層区分

企業規模

上
中の上 中 中の下 小計

下

　　　　　500人未満

　500～1，000人未満

1，000～5，000人未満

5，000～10，000人未満

　　　　10，000人以上

一
1
．
2
1
．
7
0
．
8
2
．
1

10．7

11．1

11．4

8．3

13．6

32．2

33．7

36．2

48．5

40．9

36．4

46．0

40．8

34．1

35．9

79．3

90．8

88．4

90．9

90．4

20．7

7．9

9．9

8．3

7．4

一
一
〇
．
1
－
0
．
2

力
国
で
実
施
さ
れ
た
価
値
観
の
国
際
比
較
調
査
で
あ
、
る
．
具
体
的
に
は
、
幸
福
感
、
社
会
階
層
お
よ
び
政
治
的
態
度
、
生
活
様
式
（
生
活
の
し
か

た
）
、
欲
望
の
階
位
、
生
活
満
足
感
、
家
族
観
、
社
会
へ
の
関
心
、
宗
教
観
、
財
の
保
有
率
と
必
要
度
、
余
暇
活
動
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
さ

れ
た
。

B
）
　
間
宏
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
と
労
使
関
係
』
日
本
労
働
協
会
、
昭
和
四
九
年
．
卑
U
。
黄
oo
葺
一
号
評
。
8
蔓
1
㍉
暑
醤
。
零
周
裟
8
噂
ざ
0
8
夷
。

≧
一
睾
偽
d
⇒
且
戸
お
鐸
　
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
も
、
日
本
の
場
合
に
も
、
「
質
問
は
、
「
よ
く
人
び
と
は
、
自
分
は
こ
れ
こ
れ
の
階
級
に
属

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
す
．
あ
な
た
は
、
ご
自
分
を
ど
の
階
級
に
属
し
て
い
る
と
お
考
え
で
す
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
．
こ
の
質
問

A
5
5
8
6
6
4
4
－
忍
）
A
　
二
－
三
亀
赫
　
　
　
　
　
　
。
茎
醸
ム

N
軌
軌
軌
砿
軌
2
軌
軌
。
％
N
　
軌
。
朋
欝
艶
　
　
　
　
朗
讐
物

　
　
　
5
0
2
1
2
2
3
1
洛
　
　
　
　
マ
9
3
3
4
蝉
い
こ
叔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
し

瓢
撒
撚
欄
藩
講
織
　
　
一
∵
㎜
㎜
難
懸

　
上
側
“
但
B
M
㏄
抽
拍
抽
子
上
一
昆
”
憾
乞
調
た
聡
主
の
’
合
中
　
靴
81
1
た
水

翻
鮒
繍
一
好
一
好
一
好
∞

“
瓢
擁
　
灘
脚

　
　
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
　
　
　
1
5
　
　
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

上
中

下
中の上 中 中の下 小計

男
女
全
体

0．3

0．8

0．3

5．3

6．6

5．4

44．1

52．9

44．7

36．7

26．0

35．9

86．1

85．5

86．0

11．3

8．1

11．3
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は
，
最
初
か
ら
選
択
肢
を
用
意
し
て
回
答
を
求
め
た
の
で
は
な
い
」
（
間
、
同
書
、
六
一
i
六
五
頁
）
．
自
由
回
答
方
式
に
よ
る
質
問
調
査
で
あ
っ
た

U
。
舞
置
3
マ
ト
。
β
こ
の
項
目
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は
、
付
表
4
の
と
お
り
で
あ
っ
た
．

（
1
4
）
家
。
訂
鼠
Ω
当
8
鐸
目
ぎ
℃
亀
。
ぎ
一
。
塾
9
の
8
巨
9
器
器
即
℃
ユ
”
8
8
昌
d
三
く
．
ギ
①
聲
一
濾
Φ
・
（
松
島
静
雄
訳
『
階
級
意
識
』
東
京
大
学
出

法学研究59巻7号（’86：7）

付表3　東京都中央区月島地区における階層帰属意繊 （％）

上
中 下 　ω

不明 計
中の上 中の下 小計 下の上 下の下 小計

佃1丁目

佃2丁目

月島3丁目
勝どき1丁目

晴海1丁目

2．9

1．O

O．9

0．0

0．O

10．3

12．2

14．4

15．7

13．9

42．6

33．2

32．1

28．1

40．1

52．9

45．4

46．5

43．8

54．O

8．8

21．4

17．7

29．2

20．4

10．3

4．1

7．0

6．7

8．8

19．1

25．5

24．7

35．9

29．2

25．0

28．0

27．9

20．2

16．8

100．0（68）

100．0（196）

100．0（215）

100．O（89）

100．0（137）

計 0．9 13．5 34．5 48．0 19．9 6．8 26．7 24．6 100．0（705）

引用　地域生活研究会編『大都市における社会移動と地域生活の変化』（社会調査編）（昭和

　57年3月）。「社会関係と社会移動」のテーマでわれわれが昭和55年12月に実施した調査の

　一部である。調査対象は各町4分の1抽出で世帯主。1．033世帯（回収は905世帯，回収率
　68．2％）。調査方法は，配布留置・自記式であった。

　　この表に関する質問は「かレ）に，現在の日本社会全体を生活水準から5つの層に分け

　たとすれぱ，あなたご自身はどの層に入るとお考えですか。1．上，2．中の上，3．

　中の下g4．下の上，5．下の下，6．わからない」。
注　「不明」は，「わからない」だけでなく，無回答をも含めた数値である。

付表4　階層帰属意識の比較（日本とイギリス）　（％）

日 本 イ ギ　リ ス

鉄鋼 電機 計 鉄鋼 電機 計

労働階級ω 27．8 22．3 25．O 61．3 65．4 63．4

下層中流階級 12．5 3．5 8．0 2．6 1．4 2．0

中流階級 49．0 26．5 37．7 24．1 20．1 22．1

上層中流階級以上 1．0 0．3 0．7 0 1．1 0．5

その他 2．4 5．6 4．0 8．4 6．7 7．5

不明 7．3 41．8 24．5 3．6 5．3 4．5

計 99．9 100．0 99．9 100．0 100．0 100．0
（実数） （288） （287） （575） （274） （283） （557）

引用　間宏『イギリスの社会と労使関係』日本労働協会，昭和49年，61頁。

注（1）この中には下流階級という回答も含まれている。
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版
会
、
一
九
五
八
年
）
．

（
1
5
）
卑
¢
身
邑
俸
甲
客
ξ
鼻
蜜
段
一
①
8
≦
P
＝
畦
8
自
賛
切
β
8
俸
≦
。
ま
噛
与
。
‘
一
。
鐸
ξ
民
の
、
旨
＆
一
§
≦
”
日
ギ
導
・
三
。
P

　
国
導
8
霞
一
卑
霧
①
節
≦
。
二
皇
ぎ
ρ
し
O
ω
刈
●

（
1
6
）
譲
●
U
．
≦
騨
ヨ
霞
即
邑
℃
。
ψ
い
導
ダ
準
。
ω
＆
巴
＝
一
Φ
。
噛
卑
冒
a
①
葺
O
o
ヨ
ヨ
毒
一
§
網
巴
Φ
〇
三
＜
’
零
①
塑
お
参
ミ
●
い
。
≦
”
毎
霞
即
且

型
の
。
冒
鼻
冒
。
ω
鼠
盲
皿
夢
路
巨
。
h
騨
客
＆
Φ
彗
O
§
琶
§
一
§
凝
一
Φ
d
三
く
●
ギ
霧
」
。
貴
≦
■
い
。
≦
貰
房
『
噂
①
α
‘
属
導
ざ
①
9
身
一
8
Φ

　
＜
o
ぼ
ヨ
9
害
は
畠
＆
o
象
寓
o
p
國
巴
Φ
q
三
〈
●
ギ
①
聲
お
①
ω
。

（
17
）
頃
毘
一
亀
O
導
鼠
一
◎
．
．
崔
①
づ
ま
。
畳
8
且
甚
ω
＆
巴
”
＆
浮
8
。
巨
。
9
器
¢
一
．
、
醤
。
『
。
ロ
毎
巴
。
団
＞
ぎ
。
毒
巴
”
鼠
の
8
芭
℃
塁
畠
。
一
。
鮫
ざ

＜
o
一
。
ω
o

。
．
Z
ρ
ど
鼠
鐸
一
謹
ω
一
暮
・
尽
－
o。
O
・

（
侶
）
　
「
参
与
評
価
法
」
（
国
く
匙
黄
8
q
評
詳
三
冨
ぎ
ロ
）
、
「
地
位
特
性
指
標
」
（
目
冨
一
民
貫
亀
幹
暮
臣
O
夢
り
碧
鼠
岳
§
¢
）
な
ど
の
詳
し
い
手
法
に

（
1
9
）

パ　　　　　　　　パ　　　　　　　　ハ

署票艶成聖
　　　　　　　　　ハ

怨国磐
つ
L
て
は
　
≦
。
い
．
≦
畦
ぎ
き
ω
8
芭
O
冨
の
砿
日
》
幕
ユ
声
留
博
曾
8
評
器
畦
魯
卜
器
。
9
暮
聲
冒
ρ
お
お
（
頃
”
暮
弩
鮮
閑
。
ヨ
這
8
）
を
参
照

○
γ
」
と
。

　
　
　
O
Φ
。
樋
Φ
評
一
一
巷
費
呂
留
巳
哨
。
誉
Φ
ω
寄
ρ
醤
Φ
響
一
¢
①
9
潮
馨
R
8
ざ
Z
ざ
Ω
3
Φ
づ
名
8
α
零
婁
曽
（
お
8
）
し
8
0。
も
b
●
一
。
刈
－
嵩
ρ

一
九
四
〇
年
の
「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
」
の
調
査
で
は
中
流
七
九
・
二
％
、
下
流
七
・
九
％
、
上
流
七
・
六
％
で
あ
っ
た
．
．
．
曽
㊦
評
8
一
Φ
9
爵
Φ

¢
あ
D
＞
ー
即
ω
①
一
h
ら
。
営
影
騨
1
．
．
、
目
ぎ
司
o
同
ヨ
ロ
p
国
Φ
ダ
曽
サ
一
逡
ρ
唇
」
弁
℃
．
N
ρ

　
　
　
　
R
・
セ
ソ
タ
ー
ス
（
松
島
訳
）
、
前
出
訳
書
、
三
二
－
三
四
頁
．
セ
ン
タ
ー
ス
は
「
階
級
意
識
」
と
い
う
言
葉
を
、
特
定
階
級
の
構
成
員
た
る

感
情
と
、
あ
る
階
級
に
典
型
的
な
態
度
や
関
心
、
理
念
等
を
も
つ
、
と
い
う
二
つ
の
意
味
で
用
い
て
い
る
（
三
八
頁
）
．

　
　
　
　
Z
①
巳
毎
。
聲
、
．
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。
。
芭
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。
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●
　
ω
σ
○
犀
O
ロ
噛
．
、
○
づ
　
げ
げ
Φ
　
卑
β
塑
一
図
菖
O
即
一
　
α
陣
く
一
巴
O
訴
　
O
一
　
の
0
9
帥
一
　
〇
一
暫
ω
の
㌦
．
　
切
『
一
鉱
巴
一

旨
毒
亀
亀
の
＆
。
一
品
ざ
く
鼻
一
S
一
8
9
箸
●
旨
㌣
ω
P
の
一
九
六
三
年
の
調
査
で
は
、
労
働
者
階
級
五
三
％
、
中
流
階
級
二
五
％
、
そ
の
他
の

帰
属
で
あ
っ
た
。

（
2
6
）
　
　
℃
①
紳
①
触
弓
o
≦
口
器
づ
山
一
勺
O
く
σ
詳
黛
　
一
づ
一
げ
o
　
q
昌
一
鼠
山
国
一
口
の
山
O
ヨ
”
　
＞
ω
β
胃
＜
O
黛
O
｛
M
肖
O
口
器
げ
〇
一
含
評
の
O
β
り
0
Φ
ψ
9
μ
畠
　
ω
げ
暫
5
q
曽
り
q
の
　
O
晦
　
一
ピ
圃
＜
一
昌
筑
、
　
》
目
Φ
口

冨
”
。
し
O
刈
P
箸
。
ω
8
－
o。
o
。
帆
．
写
魯
評
一
ρ
の
＆
毘
9
暫
器
U
5
。
冨
琴
雷
ぎ
】
W
工
芭
P
の
Φ
8
且
。
鼻
一
。
戸
Ω
声
暮
竃
。
冒
蔓
胃
。
」
O
o
。
〆
暮
笛
㌣
o。
o。
D

（
解
）
　
　
頃
●
『
O
≦
O
口
　
俸
O
。
＞
一
吋
①
網
噛
①
島
ロ
‘
　
一
W
り
一
菖
の
げ
　
m
“
O
o
一
暫
一
　
＞
0
菖
“
q
自
O
ロ
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一
プ
①
　
一
〇
Qo
“
吋
o
b
O
吋
戸
　
（
｝
O
≦
Φ
ざ
　
b
●
一
ω
N

（
認
）
　
　
の
●
】
W
●
国
魯
冨
9
0
⇒
傷
P
昌
含
O
・
＞
。
O
O
m
①
鮮
　
O
山
¢
‘
　
oQ
O
O
一
騨
一
　
の
“
歪
0
6
口
裡
O
　
魯
⇒
q
　
℃
①
吋
の
O
づ
即
一
騨
『
　
一
口
　
”
　
O
答
闇
矯
　
即
O
q
け
一
〇
α
騎
Φ
　
卸
　
凶
O
の
”
口
　
℃
魯
眉
一
．
　
一
〇
㎝
F
｝

9
碧
黄
8
占
ρ
＞
』
。
U
零
一
＄
富
夷
雷
。
晦
9
器
胆
”
望
身
塁
q
巳
〈
。
国
δ
聲
一
8
8
箸
。
合
ム
9
0
0
。
国
ぎ
⑪
ど
国
β
色
一
蔓
曽
邑
＞
仁
夢
。
ユ
蔓
”
騨

　
ω
一
蝿
山
網
　
O
｛
O
一
暫
ロ
ロ
、
oQ
貫
一
首
皿
、
堕
μ
α
一
℃
O
名
①
り
　
一
口
　
＞
β
の
♂
り
鱒
一
一
隣
｝
日
印
〈
一
〇自
け
O
O
犀
　
一
℃
仁
げ
躍
O
魯
江
O
昌
即
　
一
〇
刈
O
ゆ
b
℃
。
O
刈
－
一
〇
〇Q
’
”
。
＞
。
≦
自
山
）
の
O
O
凶
”
一
　
の
け
『
暫
嵩
ゆ
O
P
一
凶
O
ロ

　
一
口
　
卜
‘
ロ
げ
『
魯
＝
暫
噛
（
耶
㊦
O
『
磯
O
　
＞
一
一
①
昌
　
昏
　
q
昌
≦
一
ロ
一
一
〇
刈
oo
｝
づ
b
’
“
N
ー
①
刈
●

（
2
9
）
　
　
＞
。
国
。
評
＜
一
〇
¢
噛
一
げ
一
含
‘
　
b
g
O
O
。

（
3
0
）
閃
●
罰
毎
器
貫
．
、
一
馨
。
q
・
＄
。
騰
9
器
・
冒
冒
＆
。
葺
の
＆
①
蔓
㍉
．
ω
＆
。
一
。
讐
”
〈
。
一
’
§
2
。
」
」
。
o。
。
。
も
p
誘
6
9

（
3
1
）
乞
費
邑
一
。
ぎ
晩
o
芦
、
．
ω
鼠
毘
幹
壁
菖
ゆ
。
豊
8
営
吋
り
導
8
”
民
質
爵
①
q
三
鼠
創
ω
審
諺
、
、
＞
幕
ユ
。
当
』
含
ヨ
巴
。
騰
の
o
。
一
。
一
。
豊
、
＜
。
一
』
o。

璽

　
　
お
㎝
ω
噛
唇
。
ω
ミ
占
S
≧
ヰ
①
傷
≦
旨
Φ
冨
き
目
。
＞
。
菖
8
－
H
目
品
①
o
騰
ω
＆
Φ
§
醤
丘
馨
霧
ド
評
げ
一
ぎ
ぎ
β
一
竃
ρ
『
導
Φ
竃
鶏
8
呂
り
9
器
・
騨
呂

　
ω
梓
層
一
q
の
　
一
づ
　
閃
り
9
”
0
Φ
、
O
一
騨
吋
①
μ
自
O
昌
　
］
℃
吋
O
OO
孕
　
一
〇
刈
刈
一
国
．
℃
O
づ
濤
国
、
　
｝
肖
●
］
℃
●
一
W
”
プ
㎏
畠
戸
　
　
国
’
＞
●
『
山
り
O
ロ
．
H
幽
’
国
O
の
ぴ
一
づ
㎎
一
　
U
騨
の
　
（
一
φ
の
①
＝
の
O
げ
O
晦
梓
の
げ
昌
α
　
q
①
の
　
＞
噌
ー

鼠
8
鐸
『
●
ρ
ω
。
竃
。
ぼ
、
一
〇
§
国
冒
。
。
冨
娼
呂
9
困
①
巨
ロ
。
Q
・
、
、
．
∪
器
聾
置
号
覆
。
N
巨
普
譲
マ
匹
帥
。
穿
①
詳
、
．
国
α
一
冨
り
N
。
富
3
驚
＝
母
警
N
一
。
一
。
讐

　
β
昌
畠
　
聖
N
一
ゆ
一
℃
OΩ
O
『
〇
一
〇
範
一
〇
”
　
一
一
り
　
一
〇
㎝
O
り
　
ω
㎝
“
1
刈
①
噛
　
M
幽
。
　
冒
O
O
吋
O
　
仁
β
島
　
O
。
　
国
一
①
一
づ
一
づ
咬
～
．
評
ロ
の
O
N
一
拶
一
①
m
δ
一
げ
¢
け
げ
頃
畠
α
①
同
評
器
一
一
ω
O
げ
餌
隔
一
ω
ω
O
ザ
一
〇
プ
8
ロ
一
コ
∪
Φ
仁
酔
l

　
O
O
げ
一
9
づ
島
℃
い
．
国
α
一
づ
Φ
憎
　
浮
騨
¢
O
げ
『
一
馬
一
　
暁
麟
り
　
ω
O
N
一
〇
一
〇
筑
凶
O
　
巨
q
　
ω
O
N
一
〇
一
b
ロ
O
げ
〇
一
〇
α
q
一
①
、
一
ト
⊃
噛
　
一
〇
〇
〇
”
oO
①
ー
一
一
〇
。

（
32
）
　
G
・
ル
カ
ー
チ
（
平
井
俊
彦
訳
）
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
未
来
社
、
一
九
六
二
年
四

（
3
3
）
　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
（
佐
野
勝
隆
・
石
川
晃
弘
訳
）
『
史
的
唯
物
論
』
（
現
代
社
会
学
大
系
7
）
、
青
木
書
店
、
一
九
七
四
年
、
W
・
ラ
イ
ヒ
（
久
野
収

　
　
訳
）
『
階
級
意
識
と
は
何
か
』
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年
。

（
舘
）
　
　
r
●
国
γ
　
】
…
【
騨
需
一
吋
一
磯
磯
、
．
、
＞
ロ
冨
O
け
ロ
O
一
け
プ
Φ
　
国
O
”
ロ
ロ
リ
O
ヨ
O
づ
け
O
暁
O
一
曽
ψ
⑩
　
O
O
μ
の
O
一
〇
β
oo
づ
o
ロ
の
～
．
　
一
づ
　
崔
●
＞
。
　
＞
吋
9
①
吋
　
騨
口
Ω
　
＞
、
U
．
　
Ω
『
＃
昌
ロ
7
増
≦
、
　
Φ
含
oa

‘

　
　
O
o
一
β
℃
暫
噌
暫
玄
＜
O
智
一
黛
一
閃
Φ
m
Φ
碧
層
O
げ
・
㍉
O
ザ
昌
　
≦
鵠
①
網
俸
m
び
づ
ロ
噂
一
〇
刈
ω
噛
も
℃
ー
的
一
〇
I
N
轟
S
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階層帰属意識の構造と社会的脈絡

（
3
5
）
　
階
級
構
造
の
認
知
や
階
級
構
造
の
変
動
に
つ
い
て
の
認
知
．
階
級
帰
属
－
階
級
イ
メ
ー
ジ
、
階
級
感
情
、
階
級
区
分
の
基
準
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

　
シ
ュ
や
政
治
行
動
と
の
関
連
、
階
級
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
、
準
拠
集
団
と
の
関
係
、
労
働
者
階
級
や
中
流
階
級
に
お
け
る
階
級
イ
メ
ー
ジ
の
相
異
や
そ

　
の
諸
類
型
、
階
級
構
造
と
階
級
行
為
、
等
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
第
二
節
で
挙
げ
た
文
献
に
加
え
て
、
蝉
切
。
F
　
．
．
↓
ぎ
Q
8
8
讐
o
h

　
9
器
の
塁
暫
評
肋
霞
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8
毎
。
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、
．
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．
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F
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＆
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。
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葦
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．
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一
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＜
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．
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ぎ
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①
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ぎ
馨
暮
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噛
詔
一
や
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a
9
器
¢
即
且
勺
霧
蔓
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β
．
．
円
ざ
ω
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。
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①
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一
8
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●
ρ
勾
琴
。
学

　
簿
9
。
戸
評
一
豊
く
①
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＆
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①
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＜
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＆
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毛
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①
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．
掌
Φ
ω
8
芭
9
げ
①
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∪
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＆
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＜
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．
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①
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①
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S
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．
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話
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＆
ω
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℃
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①
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帥
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く
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冨
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審
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9
器
・
り
．
．
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＆
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．
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＜
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＆
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旨
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ρ
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寅
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ゆ
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富
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馨
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品
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蔓
9
器
⑩
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け
窪
9
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頃
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冨
目
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〇
ミ
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＝
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暫
こ
犀
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藩
ぢ
且
9
器
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ぎ
品
。
鉾
9
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Φ
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鶏
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O
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竃
鷺
・
富
一
一
噸
、
、
留
馨
窓
舅
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詩
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。
β
9
①
9
＆
図
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≦
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9
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弩
霧
、
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勺
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＆
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①
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⑩
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ω
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繊
P
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器
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一
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。
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≧
一
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即
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お
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国
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犀
の
巨
葺
、
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評
一
一
Φ
罐
”
ぎ
暮
聾
壁
岳
ゆ
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器
。
p
．
、
》
暮
ロ
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評
く
帥
霧
。
晦
の
o
。
一
。
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。
讐
ψ
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。
一
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刈
．
一
㊤
o
。
ご
召
卜
。
O
ふ
9

　
》
9
≧
一
Φ
P
、
、
目
ざ
O
ポ
器
一
ヨ
轟
Φ
奨
o
眺
、
、
学
＆
ま
o
鍔
一
ギ
o
一
曾
貰
『
彦
一
．
、
目
ざ
】
W
馨
幽
昌
㍉
o
ξ
⇒
巴
o
一
の
o
。
一
・
一
。
鶏
．
＜
o
一
。
G
。
μ
Z
o
〆
一
C
oc
野
℃
質

　
O
㌣
一
一
ザ
2
’
甲
帥
ぎ
P
、
、
O
一
器
・
富
粛
①
蔓
日
轡
Z
豊
。
召
一
留
窮
三
①
o
暁
≦
。
馨
昌
費
＆
竃
。
P
．
、
臣
Φ
零
三
。
。
げ
き
縄
言
巴
。
h
の
8
一
。
一
。
塁
、
く
。
一
■
ω
U
。

　
Z
9
一
｝
一
〇
〇。
倉
b
や
お
？
お
企
国
．
冒
騨
こ
。
ユ
げ
導
翫
｝
琴
留
8
言
實
餌
邑
』
』
ω
ヨ
o
一
一
。
N
》
、
、
O
。
曽
一
菖
＜
。
竃
巷
。
。
即
＆
国
爵
三
。
h
づ
。
ρ
轟
一
憲
①
弼
”

　
O
o
ヨ
冨
鍔
菖
＜
。
》
⇒
巴
蓋
旦
．
．
写
9
彗
暮
一
〇
鋸
一
㍉
。
§
巴
o
噛
O
o
簿
冨
審
菖
＜
Φ
の
o
。
一
・
一
。
駁
ざ
く
o
一
．
N
9
お
oo
伊
召
」
O
O
山
O
o。
。

（
36
）
　
安
田
三
郎
編
『
現
代
日
本
の
階
級
意
識
』
（
前
出
、
註
（
1
）
）
、
特
に
第
二
章
「
社
会
構
造
の
認
識
－
階
級
イ
メ
ー
ジ
」
、
第
三
章
「
階
級
意
識

　
の
構
造
分
析
」
、
浜
島
朗
・
他
「
中
流
意
識
の
構
造
と
動
態
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
（
前
出
）
、
辻
勝
次
「
労
働
者
階
級
の
社
会
イ
メ
ー
ジ
・
階
級
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イ
メ
ー
ジ
研
究
に
つ
い
て
ー
イ
ギ
リ
ス
労
働
社
会
学
を
中
心
に
ー
」

パ　　　　　　　ハ　　　パ　　　　

41　40　39　38　37
）　　　）　　　）　　　）　　　）活

研
究
』

（
4
2
）

　
の
展
開
と
諸
問
題
1
」

（
4
3
）衣

服
、

的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
。

（
4
4
）
　
こ
れ
は
昭
和
三
〇
年
S
S
M
調
査
の
中
で
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
質
問
は
「
そ
れ
で
は
、
目
本
の
社
会
全
体
を
、
こ
の
五
つ
の
層
に
わ
け

　
た
場
合
、
こ
ん
ど
の
戦
争
の
起
こ
る
前
の
昭
和
一
〇
年
に
は
、
あ
な
た
は
（
あ
な
た
の
お
宅
は
）
、
こ
の
ど
れ
に
は
い
っ
て
い
た
と
お
考
え
で
す
か
、

　
ま
た
戦
争
直
後
で
は
、
ど
う
で
す
か
」
。

（
4
5
）
　
R
・
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
（
富
永
健
一
訳
）
『
産
業
社
会
に
お
け
る
階
級
お
よ
び
階
級
闘
争
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
六
四
年
。

（
46
）
　
井
上
忠
司
『
世
間
体
の
構
造
ー
社
会
心
理
史
の
試
み
ー
』
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
昭
和
五
二
年
。

（
4
7
）
　
註
㈹
を
参
照
．
更
に
岸
本
重
陳
『
「
中
流
」
の
幻
想
』
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
富
永
健
一
編
『
日
本
の
階
層
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一

　
九
七
九
年
、
村
上
泰
亮
『
新
中
間
大
衆
の
時
代
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
。

（
娼
）
　
岸
本
が
『
「
中
流
」
の
幻
想
』
の
中
で
、
e
生
き
て
い
く
こ
と
の
安
全
性
（
食
、
病
、
老
、
住
）
、
口
選
択
の
幅
の
あ
る
豊
か
さ
、
日
平
等
性
．

　
四
豊
か
さ
の
再
生
産
可
能
性
、
か
ら
豊
か
さ
の
再
検
討
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
．

（
4
9
）
　
経
済
企
画
庁
編
『
昭
和
六
〇
年
版
・
国
民
生
沽
白
書
』
昭
和
六
〇
年
十
二
月
、
特
に
第
三
章
「
中
流
意
識
の
周
辺
」
二
ニ
ニ
ー
二
九
六
頁
。

（
5
0
）
　
同
、
二
九
六
頁
。

（
5
1
）
　
拙
稿
「
脱
産
業
社
会
と
中
流
意
識
」
（
前
出
〉
、
一
二
九
i
一
三
二
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
立
命
館
産
業
社
会
論
集
』
二
二
号
、
一
九
七
九
年
。

安
田
三
郎
「
社
会
構
造
の
認
識
ー
階
級
イ
メ
ー
ジ
」
『
現
代
日
本
の
階
級
意
識
』
（
同
書
）
、
七
八
頁
。

浜
島
朗
・
他
「
中
流
意
識
の
構
造
と
動
態
に
関
す
る
研
究
」
（
前
出
）
、
一
一
九
ー
一
二
〇
頁
。

浜
島
、
同
書
、
剛
二
〇
i
＝
輔
九
頁
。

ω
扇
。
O
鶏
器
貫
、
、
ぎ
品
。
の
〇
一
器
。
。
ゴ
竃
＆
①
毎
の
8
一
⑩
§
、
．
ω
8
一
。
一
。
塁
．
＜
。
一
’
§
乞
。
」
．
男
。
プ
一
〇
〇
。
ρ
寒
8
－
鐸

前
田
正
名
『
興
業
意
見
・
他
』
（
生
活
古
典
叢
書
1
）
、
光
生
館
、
一
九
七
一
年
、
森
本
厚
吉
「
日
米
『
最
小
生
活
費
』
論
」
『
家
計
調
査
と
生

　
　
（
生
活
古
典
叢
書
）
所
収
、
光
生
館
、
一
九
七
一
年
。

中
野
卓
『
下
請
工
業
の
同
族
と
親
方
子
方
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
八
年
、
七
一
ー
七
二
頁
、
拙
稿
「
戦
後
日
本
の
社
会
移
動
研
究
ー
そ

　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
尉
九
八
剛
年
六
月
号
、
六
〇
ー
六
四
頁
。

総
理
庁
官
房
審
議
室
世
論
調
査
部
『
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
ー
大
・
中
都
市
を
対
象
と
し
た
ー
』
昭
和
二
四
年
二
月
、
調
査
は
「
食
料
．

　
医
療
、
住
宅
等
に
関
す
る
配
給
状
態
並
び
に
要
望
事
項
を
調
査
し
、
国
民
生
活
向
上
の
為
の
物
資
需
給
計
画
の
改
善
に
資
す
る
」
こ
と
を
目
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（
5
2
）
　
『
昭
和
六
〇
年
版
・
国
民
生
活
白
書
』
（
前
出
）
、
二
一
四
ー
二
一
九
頁
．

（
53
）
　
同
、
二
九
六
頁
。

（
図
）
　
内
閣
総
理
大
臣
官
房
広
報
室
『
社
会
的
不
公
平
感
に
関
す
る
世
論
調
査
』
昭
和
五
周
年
三
月
、
二
頁
、
一
二
頁
。

（
5
5
）
　
藤
森
俊
輔
「
生
活
満
足
感
と
中
流
意
識
∬
」
（
前
出
・
註
（
4
）
）
、
一
三
九
ー
一
四
〇
頁
。

（
5
6
）
　
こ
の
点
で
寄
需
U
魯
。
昌
。
拝
＝
獄
9
導
β
目
冨
d
三
質
9
0
ま
S
讐
℃
り
緩
の
」
S
9
　
（
吉
田
・
田
中
・
加
藤
訳
『
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
ン
ス
』

創
世
社
、
一
九
八
二
年
）
は
示
唆
に
富
む
．

（
57
）
　
Ω
≦
ユ
晦
耳
旨
一
寅
弓
竃
の
8
§
o
笹
。
巴
ぎ
轟
凶
召
ぎ
芦
○
箆
。
琶
q
三
く
，
℃
冨
聲
お
＄
マ
芦
　
（
鈴
木
宏
訳
『
社
会
学
的
想
像
力
』
紀
伊
国

屋
書
房
、
一
九
六
五
年
、
九
二
頁
）
。

階層帰属意識の構造と社会的脈絡

55


